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「三間　中山池の風景」
三間には、ため池が１０８もあるそうで
す。その中でも中山池は寛永年間に造ら
れた灌漑用ため池で一番大きいそうです。
中山池に霧が出る季節になると早起きし
てカメラと三脚を車に積んで撮影に出か
けます。ここは池の中に取り残された樹
木が水面から数本出ていて四季折々景色
が変化するので面白い場所です。
 とくに秋から春にかけては、鬼北町から
湧き出た霧が三間盆地に流れてきて中山
池は幻想的な風景になります。
そんな風景を求めて今年も出かけます。
また、５月から６月にかけては、池の冬
枯れしていた木が芽吹いて鮮やかな緑色
の葉を茂らせる新緑の中山池も見逃せま
せん。

撮り歩きなんよ
アマチュアカメラマン北濱一男が撮りためた南予の風景

北濱　一男　アマチュアカメラマン
1945 年生まれ　宇和島市在住　学生時代からカメラをはじめるが、本格的な写真歴は約 20 年。
現在は、奈良県明日香の写真家  上山  好庸氏に師事し毎月奈良へ通う。　
撮り歩きなんよ（ブログ）http://uwatu.blog135.fc2.com/
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巻頭エッセイ 新執筆者

宇神雪翁さん、矢間大蔵さんに加え新たに 4 人の方にご執筆頂くことになりました。

花れん
karen

シンガーソングライター
1976 年　宇和島市生まれ　宇和島文化大使
宇和島南高等学校卒業後、早稲田大学入学と同時に上京。シンガーソ
ングライターとしての活動の他、舞台音楽・映像音楽やアーティスト
への詞曲提供・コーラスアレンジ・歌唱指導・CM音楽制作・ゲーム
音楽歌唱にも携わる。故郷のために作った曲「おかえり」は、宇和島
信用金庫の協賛により、土居裕子・大石昌良はじめ宇和島出身アーテ
ィストが参加する「おかえりプロジェクト」の CDとしてリリース。
地元の子供たちや市民と一緒に作り上げる「おかえりコンサート」
「おかえりコンサート２」を南予文化会館で開催し成功させている。

いつき組俳人 /藍生俳句会会員（俳号：朗善千津）
1959 年 愛媛県生れ。宇和島東高校、大阪芸術大学舞台芸術学科卒業。
姉夏井いつきの元で俳句を始める。平成２年、黒田杏子先生の藍生
俳句会に入門。ニューヨークで２人の娘を育て、平成２３年帰国、
〝俳句を作りながら俳都松山を歩く〟ガイド一号になる。
現在は、アメリカ人チェリストのナサニエル・ローゼンと山中湖村
に住み、夫の演奏旅行の付き人として世界中を回っている。
ナサニエル・ローゼン公式ウェブサイト  https://nathanielrosen.net/
ミセス・ローゼンの富士日記  https://blog.goo.ne.jp/msgecko

ローゼン  千津
rosen  chizu
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石口  孝治
ishiguchi   koji

原子力規制庁 伊方原子力規制事務所 上席放射線防災専門官
1958 年  津島町 ( 現宇和島市 ) 生まれ
宇和島東高校卒業。東京大学大学院新領域創成科学研究科修了。
病院職員、大学教員等を経て、原子力規制庁に入庁。現在、八幡浜市
にある伊方原子力規制事務所に勤務。通常勤務の傍らで、JAXAや国立
天文台の研究者を招き宇宙講演会を開催している。また、県立三崎高
校内にできた伊方町公営｢未咲輝塾｣の非常勤講師 ( 無報酬 ) をやりな
がら、高校生達からエネルギーをもらっている。
趣味は、料理 ( 餃子は得意 ) と俳句 ( いつき組 )。

吉田  淳治
yoshida junji

画　家
1951 年　宇和島市生まれ
1970 ～ 76 年東京、以後は宇和島にて制作。現代画廊・紀伊國屋画廊・
始弘画廊（東京）、砂丘館・新潟絵屋・画廊 Full Moon（新潟）、ギャラ
リー小蕪亭（長野）、マエダ画廊・Gallery 芽楽（名古屋）、ギャラリー
島田（神戸）、町立久万美術館・松山三越・田都画廊（愛媛）、宇和島
市立伊達博物館・べにばら画廊（宇和島）など、企画による個展多数。
ほかにグループ展。画集 3種とオブジェ・エッセイ集の出版がある。
アトリエ堀端絵画教室主宰。
現在、愛媛新聞のコラム「四季録」を連載中。



　
私
の
名
前
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
千
津
。
ア
メ
リ
カ

人
の
チ
ェ
ロ
演
奏
家
と
結
婚
し
、
ユ
ダ
ヤ
系
に

多
い
ロ
ー
ゼ
ン
姓
を
名
乗
る
事
に
な
っ
た
。
国

際
結
婚
と
は
華
や
か
な
よ
う
で
、
実
は
地
道
な

努
力
の
積
み
重
ね
。
全
く
文
化
の
違
う
土
地
で

育
っ
た
者
同
士
、
努
力
な
し
に
理
解
し
合
え
る

わ
け
が
な
い
。
行
事
一
つ
と
っ
て
も
そ
う
。
日

本
で
は
重
要
な
年
行
事
は
正
月
と
ク
リ
ス
マ
ス
。

花
見
、
七
夕
、
盆
、
月
見
、
紅
葉
狩
。
夫
の
ニ

ッ
ク
と
一
緒
に
祝
え
る
行
事
は
一
つ
も
な
い
。

そ
も
そ
も
ユ
ダ
ヤ
新
年
は
一
月
一
日
で
は
な
い
。

　
今
年
の
新
年(

ロ
ー
シ
ュ
・
ハ
シ
ャ
ナ
ー
）は
、

九
月
三
十
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
お
節
な
し
、
雑

煮
な
し
、
初
詣
な
し
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
断
食
を

行
う
！    

十
月
八
日
の
日
没
か
ら
九
日
の
日
没

ま
で
二
十
四
時
間
、
ヨ
ム
・
キ
ッ
パ
ー
の
断
食

を
し
、
罪
を
悔
い
改
め
る
。
断
食
の
前
に
た
っ

ぷ
り
と
食
べ
る
の
が
正
月
の
ご
馳
走
と
思
え
な

く
も
無
い
が
、
献
立
は
骨
付
き
小
羊
肉
、
じ
ゃ

が
芋
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
野
菜
の
オ
ー
ブ
ン

焼
に
赤
ワ
イ
ン
な
の
で
、
正
月
気
分
は
ゼ
ロ
。

「
日
本
の
正
月
を
一
緒
に
祝
っ
た
ら
ど
う
？
」と

友
人
達
は
言
う
。
し
か
し
、
私
が
十
年
余
り
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
暮
ら
し
た
時
、
正
月
に
日
本
式

の
お
節
を
食
べ
、
数
時
間
遅
れ
の
紅
白
歌
合
戦

を
見
る
嬉
し
さ
は
格
別
だ
っ
た
。
異
国
に
居
る

か
ら
こ
そ
、
母
国
の
行
事
や
食
習
慣
を
続
け
さ

せ
て
あ
げ
た
い
。
相
手
の
身
に
な
る
事
が
、
国

際
結
婚
の
秘
訣
だ
と
、
私
は
思
う
。
今
年
の
春

に
は
樹
齢
二
千
年
『
山
高
神
代
桜
』
を
一
緒
に

見
た
。「
僕
も
こ
の
老
桜
に
負
け
ず
、
老
い
て
益

々
美
し
く
チ
ェ
ロ
を
弾
こ
う
！
」
と
感
極
ま
っ

て
い
た
ニ
ッ
ク
の
横
顔
が
嬉
し
か
っ
た
。

　
私
は
昭
和
三
十
四
年
、
愛
南
町
の
漁
村
に
生

ま
れ
た
。
虫
歯
が
痛
む
と
、
祖
父
が
船
で
宇
和

島
の
歯
医
者
に
連
れ
て
来
た
か
ら
、
子
供
の
私

に
は
宇
和
島
は
怖
い
歯
医
者
の
町
。
初
め
て
ブ

レ
ザ
ー
の
制
服
を
着
た
高
校
生
の
私
に
は
、
宇

和
島
は
初
め
て
の
〝
お
町
〞
。
初
め
て
の
映
画

館
。
初
め
て
の
喫
茶
店
。
宇
和
島
城
で
初
デ
ー

ト
。
苔
む
し
た
石
垣
の
清
々
し
さ
は
忘
れ
ら
れ

な
い
。
や
が
て
人
生
初
の
大
都
会
大
阪
へ
。
大

阪
芸
大
の
入
学
式
が
行
わ
れ
た
フ
ェ
テ
ィ
バ
ル

ホ
ー
ル
で
初
め
の
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
に
夢
中
に
な
っ
た
。
阪
神
大
震
災
後
、
東
京

へ
引
越
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
引
っ
越
し
て
、

Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
か
ら
イ
エ
ロ
ー
キ
ャ
ブ
に
乗
り
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
の
摩
天
楼
を
蜃
気
楼
の
如
く

見
た
。
同
時
多
発
テ
ロ
の
炎
も
五
番
街
か
ら
こ

の
眼
で
見
た
。
ニ
ッ
ク
と
再
婚
し
て
日
本
へ
帰

国
。
姉
夫
婦
の
住
む
道
後
温
泉
で
十
年
の
汗
を

流
し
、
山
梨
演
奏
会
を
契
機
に
富
士
山
麓
に
引

越
し
て
現
在
に
到
る
。
我
が
人
生
の
放
浪
の
旅

が
宇
和
島
か
ら
始
ま
っ
た
頃
は
、
こ
ん
な
人
生

に
な
る
と
は
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
し
、
ま
だ

旅
は
終
わ
ら
な
い
予
感
が
す
る
。

1　　　つなぐ　2019秋号

ローゼン 千津　ろーぜん　ちづ

1959 年 愛媛県生れ。宇和島東高校、大阪芸術大学舞台芸術学科卒業。姉夏井いつきの元で俳句を始める。
平成２年、黒田杏子先生の藍生俳句会に入門。ニューヨークで２人の娘を育て、平成 23 年帰国、〝俳句を作りながら俳都松山を歩く〟
初代ガイドになる。現在は、アメリカ人チェリストのナサニエル・ローゼンと山中湖村に住み、夫の演奏旅行の付き人として世界中
を回っている。

ナサニエル・ローゼン公式ウェブサイト  https://nathanielrosen.net/　ミセス・ローゼンの富士日記  https://blog.goo.ne.jp/msgecko

「宇和島からマンハッタン島まで」

ローゼン千津

ESSAY

3    つなぐ　2020新春号



つなぐ　2020新春号　 4

　

56
年
前
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
光
り

輝
い
た
、
宇
和
島
出
身
の
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ

リ
ス
ト
松
田
治
廣
（
旧
姓
：
山
下
）
さ
ん

に
お
話
を
伺
う
た
め
神
奈
川
県
川
崎
市
の

ご
自
宅
を
訪
問
し
た
。

　

現
在
も
日
本
体
操
協
会
の
顧
問
を
務
め

る
松
田
さ
ん
に
と
っ
て
開
会
ま
で
数
ヶ
月

と
な
っ
た
「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
聞
い
て
み
た

「
日
本
の
体
操
は
強
く
な
り
ま
し
た
。
僕
た

ち
の
頃
の
体
操
と
言
え
ば
、
脚
が
開
い
た

り
曲
が
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
け
ど
、
今

の
体
操
は
実
に
美
し
い
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
と
に
か
く
楽
し
み
で
す
。
僕
た
ち

の
時
も
勝
て
た
の
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
勝
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
た
だ
、
こ
こ
最
近
、
内

村
航
平
と
白
井
健
三
の
二
枚
看
板
の
調
子

が
悪
い
の
で
少
し
心
配
し
て
い
ま
す
。
そ

も
そ
も
技
の
完
成
度
は
高
い
の
で
、
と
に

か
く
失
敗
し
な
い
演
技
を
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
自
ず
と
結
果
は

つ
い
て
く
る
と
信
じ
て
い
ま
す
」

　

松
田
さ
ん
の
体
操
人
生
は
常
に
転
換
期

に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
近
年
で
は

白
井
健
三
選
手
が
捻
り
の
代
名
詞
の
よ
う

に
言
わ
れ
る
が
、
体
操
競
技
に
捻
り
を
取

り
入
れ
た
の
は
、
前
回
東
京
大
会
で
松
田

さ
ん
が
披
露
し
た
「
新
山
下
跳
び
」
が
さ

き
が
け
と
言
え
る
。

　

松
田
さ
ん
が
入
学
当
時
の
日
本
体
育
大

学
（
以
下
：
日
体
大
）
に
は
宇
和
島
出
身

の
河
野
昭
氏
を
含
む
、
日
本
体
操
界
を
代

表
す
る
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
の
指
導
者
が
い

た
。
体
操
部
に
は
約
４
５
０
人
も
の
部
員

が
い
て
、
小
さ
な
体
育
館
は
他
の
部
と
の

共
用
だ
っ
た
た
め
、
練
習
時
間
は
わ
ず
か

１
時
間
15
分
し
か
な
く
、
器
具
の
前
に
は

い
つ
も
長
だ
の
列
が
で
き
て
い
た
。

　

同
じ
日
体
大
体
操
部
員
だ
っ
た
公
子
夫

人
に
よ
る
と

「
や
っ
と
自
分
の
番
が
来
て
練
習
し
て
い
た

ら
後
ろ
で
待
っ
て
い
る
人
か
ら
『
早
く
ど

き
な
さ
い
よ
』
な
ん
て
言
わ
れ
て
ま
し
た
」

こ
れ
が
、
当
時
の
日
本
体
操
界
の
現
状
で
、

松
田
さ
ん
た
ち
が
結
果
を
出
し
、
そ
の
後

徐
々
に
練
習
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

１
９
６
０
年
代
の
跳
馬
は
前
方
転
回
か

ら
体
を
伸
ば
し
て
前
に
跳
ぶ
の
が
主
流
だ

っ
た
の
で
、
松
田
さ
ん
の
新
技
は
、
ま
だ

国
内
で
は
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
。
転
機
が

お
と
ず
れ
た
の
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

２
年
前
に
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
で
開
催
さ
れ

た
世
界
選
手
権
だ
っ
た
。

　

大
会
の
直
前
練
習
で
松
田
さ
ん
が
跳
ぶ

新
技
が
世
界
体
操
協
会
の
役
員
の
目
に
と

ま
り
、
大
会
で
披
露
さ
れ
る
や
「
ヤ
マ
シ

タ
サ
ル
ト
」
と
称
さ
れ
、
体
操
の
技
に
日

本
人
と
し
て
初
め
て
名
を
刻
む
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
身
体
能
力
の
高
い

外
国
人
選
手
に
こ
の
技
を
真
似
さ
れ
た
ら

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
勝
て
な
い
と
考

え
、
試
行
錯
誤
の
末
、
山
下
跳
び
に
捻
り

を
加
え
た
「
新
山
下
跳
び
」
を
編
み
出
す

の
だ
が
、
技
が
完
成
し
た
の
は
本
番
８
ヶ

月
前
の
事
だ
っ
た
。

　

本
番
当
日
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
選
手
村

に
忘
れ
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞

わ
れ
た
が
、
自
身
も
驚
く
ほ
ど
落
ち
着
い

て
い
た
と
言
う
、
そ
の
証
拠
に
助
走
中
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
「
山
下
、
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
」
と
い
う
声
も
は
っ
き
り
聞
こ
え
た

と
い
う
。
満
を
持
し
て
披
露
し
た
「
新
山

下
跳
び
」
で
は
脚
が
少
し
乱
れ
た
も
の
の

最
初
に
跳
ん
だ
「
山
下
跳
び
」
で
金
メ
ダ

ル
を
確
実
に
し
、
種
目
別
跳
馬
と
団
体
総

合
優
勝
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。

　

松
田
さ
ん
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
会

式
直
後
の
１
９
６
４（
昭
和
39
）年
10
月
29

日
に
結
婚
式
を
挙
げ
た
（
新
婚
旅
行
で
の

思
い
出
深
い
２
大
珍
事
を
伺
っ
た
の
で
ご

紹
介
す
る
）。

　

つ
い
こ
の
間
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
結
婚
す
る
と
言
う

の
だ
か
ら
、
披
露
宴
と
言
う
よ
り
祝
賀
会

の
よ
う
だ
っ
た
と
振
り
返
る
。
そ
し
て
、

結
婚
を
機
に
伯
母
の
家
へ
養
子
に
入
り
松

田
姓
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
人
は

愛
車
の
ホ
ン
ダ
Ｓ
６
０
０
乗
り
こ
み
行
き

先
も
決
め
ず
に
新
婚
旅
行
に
出
か
け
た
。

　

途
中
、
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
車
を
停
め
て

景
色
を
眺
め
、
車
を
走
ら
せ
た
と
こ
ろ
で

公
子
さ
ん
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
先
ほ
ど
の
場

所
に
忘
れ
て
き
た
の
に
気
が
つ
い
て
引
返

す
と
、
人
だ
か
り
が
出
来
て
い
て
、
皆
が

崖
の
下
を
見
な
が
ら
「
お
ー
い
、
お
ー
い
」

と
誰
か
を
探
し
て
い
た
。
そ
う
、
靴
だ
け

が
そ
ろ
え
て
置
い
て
あ
っ
た
の
で
自
殺
と

間
違
わ
れ
た
の
だ
。
そ
こ
に
居
た
人
た
ち

に
平
謝
り
し
て
早
々
に
引
き
上
げ
た
。

　

そ
の
後
、
と
あ
る
温
泉
街
の
ホ
テ
ル
に

宿
を
と
り
、
大
浴
場
に
行
く
と
周
り
の
人

に
気
づ
か
れ
て
サ
イ
ン
攻
め
に
あ
っ
て
し

ま
っ
た
。
さ
す
が
に
遅
く
な
っ
た
の
で
途

プロフィール／宇和島市出身1938（昭和 13）年生まれ　日本体操協会顧問　愛媛県立宇和島東高等学校卒　日本体育大学へ進み、1964年に
開催された東京オリンピック体操競技の跳馬と団体総合で優勝し、金メダルを獲得（詳しい経歴は後の特集で紹介する）　

諦めないこと
第 18 回オリンピック東京大会 体操 跳馬 /団体 金メダル〈〈 MATSUDA HARUHIRO 松田 治廣 /公子

中
、
丁
重
に
お
断
り
し
て
部
屋
に
戻
っ
た
。

　

翌
朝
、
出
発
し
よ
う
と
車
に
向
か
う
と

な
ん
と
タ
イ
ヤ
の
空
気
が
４
本
と
も
抜
か

れ
て
い
た
。
ど
う
も
サ
イ
ン
を
し
て
も
ら

え
な
か
っ
た
誰
か
が
嫌
が
ら
せ
を
し
た
よ

う
だ
。
仕
方
な
い
の
で
ホ
テ
ル
で
自
転
車

の
空
気
入
れ
を
借
り
て
ど
う
に
か
走
れ
る

ほ
ど
空
気
を
入
れ
て
、
近
く
の
ス
タ
ン
ド

で
修
理
し
て
も
ら
っ
て
事
な
き
を
得
た
が
、

今
思
え
ば
懐
か
し
い
出
来
こ
と
だ
と
笑
顔

で
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

松
田
さ
ん
は
現
在
、
病
気
で
目
が
見
え

に
く
く
な
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
観
戦
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
と

「
チ
ケ
ッ
ト
は
毎
回
届
く
の
で
多
分
、
今
回

も
届
く
と
思
い
ま
す
。
世
界
中
か
ら
体
操

界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
が
集
ま
り
ま
す
の
で
、

目
が
見
え
な
く
て
も
会
場
に
足
を
運
ん
で

雰
囲
気
を
味
わ
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
約
６
ヶ
月
後
に
行
わ
れ
る
２
回
目
の
自

国
開
催
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

そ
し
て
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

す
る
と

「
選
手
の
育
成
に
は
指
導
者
と
環
境
が
重

要
で
す
。
そ
し
て
、
と
に
か
く
諦
め
ず
に

粘
り
強
く
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
故
郷
宇
和
島
か
ら
私
に
続
く
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
出
る
事
を
心
か
ら
願
っ

い
ま
す
」
と
力
強
い
お
言
葉
頂
戴
し
た
。

　

７
月
24
日
か
ら
始
ま
る
「
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で
の
日
本
人
選
手
の

活
躍
に
刺
激
を
受
け
、
地
元
か
ら
松
田
さ

ん
に
続
く
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
巣
立
つ
こ
と

を
願
う
ば
か
り
だ
。

KIMIKO

は
る
ひ
ろ

あ
き
ら
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プロフィール／宇和島市出身1938（昭和 13）年生まれ　日本体操協会顧問　愛媛県立宇和島東高等学校卒　日本体育大学へ進み、1964年に
開催された東京オリンピック体操競技の跳馬と団体総合で優勝し、金メダルを獲得（詳しい経歴は後の特集で紹介する）　

自宅リビングで春と小春といっしょに寛がれる松田さんと公子夫人



つなぐ　2019秋号  16

四国のはずれの町から出た

三人のオリンピックメダリスト
これまでに、愛媛県南予からオリンピックに出場しているのは、

● 宇和島市　河野　昭（メルボルン /体操）、吉村昌弘（メルボルン /競泳）、松田治廣（東京 /体操）

　　　　　　 大塚 裕子（ソウル /新体操）、濱田初幸（アトランタ /柔道日本代表コーチ）

　　　　　　 松本慎吾（アテネ・北京 /レスリング）

● 西  予  市　小野 誠治（ソウル /卓球）　　　

● 愛  南  町　和田映子（メルボルン・ローマ /競泳）

※メルボルン大会での河野昭、吉村昌弘の銀メダルは愛媛県初のオリンピックメダル                敬称略

本号では、2020 東京オリンピック開催にあわせて、3人のメダリストに敬意をこめて特集する。

写真 /1964 年オリンピック東京大会での松田治廣
（旧姓：山下）の演技（山下跳び）

つなぐ　2020新春号   6

写真・資料提供・協力   ／・宇和島市・宇和島東高等学校・宇和島体操協会・宇和島東高水泳部OBOG会・上月　晶・松田治廣・吉村文子
参考資料   ／   写真でみる愛媛のスポーツ史　愛媛県体育史　私と体操 松田治廣教授退職記念誌　近代オリンピック 100 年の歩み　ほか
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河野　昭
1956 年  メルボルン大会　体　操
団　体　第２位（銀メダル）

〈略　歴〉
1929 年　宇和島市生まれ
1947 年　宇和島中学
　　（現：宇和島東高等学校）卒業
　　　　日本体育専門学校入学
　1949 年　日本体育大学開学
1951 年　日本体育大学卒業後
　　　　　同校助手になる
1952 年　全日本体操競技選手権大会
　　鞍馬優勝、鉄棒 2位

1954 年　第 13 回世界体操競技選手権大会
　　（ローマ）団体総合 2位

1956 年　日本体育大学　講師
　全日本体操競技選手権大会　総合 3位

　オリンピック　メルボルン大会
　　体操競技団体総合２位

1957 年　全日本体操競技選手権大会
　　鞍馬優勝

1964 年　愛媛県体操協会理事長
1974 年　愛媛大学教育学部教授
1982 年　愛媛大学教付属中学校校長
1991 年　愛媛県体操協会会長
1995 年　愛媛大学退官
　同年 12 月 25 日　66 歳で永眠

吉村　昌弘
1956 年  メルボルン大会　競　泳
200ｍ平泳ぎ　第 2位（銀メダル）

〈略　歴〉
1936 年　宇和島市生まれ
1955 年　宇和島東高等学校　卒業
　同年　200ｍ平泳ぎで世界新記録を樹立

1956 年　オリンピック　メルボルン大会
　競泳 200ｍ平泳ぎ２位（オリンピック新記録）

オリンピック後、「死ぬほど泳いだから」
と水泳との関わりを絶つ
2003 年 9月 27 日　66 歳で永眠

松田　治廣
1964 年  東京大会　体　操
跳　馬　優勝（金メダル）

〈略　歴〉
1938 年　宇和島市生まれ
1957 年　宇和島東高等学校　卒業
1961 年　日本体育大学　教育学部　卒業
1962 年　第 15 回世界体操選手権（プラハ）
団体優勝、床 4位、跳馬 2位、平行棒 4位

1964 年　オリンピック　東京大会
団体優勝、個人総合 6位、跳馬優勝、鞍馬 4位

1979 年　日本体育大学　教育学部　教授
1981 ～ 91 年　（財）日本体操協会
　　　　女子体操競技委員長・常務理事
1987 ～ 90 年　ＪОＣ選手強化本部委員
1991 年　世界体操競技選手権大会
　　　　　日本選手団々長　
1993 ～ 97 年　日本体育大学　教育学科長
1995 ～ 99 年　（財）日本体操協会専務理事
1998 ～ 01 年　日本体育大学体育専攻科長
2000 年　宇和島市名誉市民称号授与
　　　　  国際体操殿堂入り
2001 年　（財）日本体操協会顧問
1999 年　紫綬褒章受章

世界新記録認定証（国際水泳連盟）

まつだ　 　　        はるひろ よしむら　　          まさひろ こうの　　   　   あきら

（写真：右）オリンピック東京大会記念碑の序幕式の様子（和霊公園）左端が河野昭氏、その二人右が中川
千代治市長、右から二人目が松田治廣氏（写真上）宇和島市総合体育館にある記念碑には宇和島から排出
されたオリンピアンの名が刻まれている（写真：左下）総合体育館内にあるスポーツ顕彰コーナー

宇和島市に寄贈され、宇和島市総合体育館に展示さ
れている松田さんのオリンピック東京大会の金メダル



メルボルンオリンピック体操団体第２位（銀メダル）

河野  昭 こうの　あきら

「
昭
は
、
小
さ
い
時
か
ら
約
束
し
た
こ
と
は
必
ず

や
り
と
げ
る
、
と
い
っ
た
実
行
力
に
富
ん
だ
子
で

し
た
。
あ
れ
が
明
倫
小
学
校
の
三
年
生
の
と
き
で

し
た
か
『
１
年
間
全
優
を
と
っ
た
ら
、
京
都
、
大

阪
へ
連
れ
て
い
っ
て
や
る
』
と
い
っ
た
と
こ
ろ
見

事
、
全
優
を
と
り
、
四
年
生
に
進
級
す
る
時
の
春

休
み
に
は
約
束
ど
お
り
遊
び
に
連
れ
て
行
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
度
決
心
し
た
ら
必
ず
や
り

と
げ
る
、
と
い
う
信
念
を
持
っ
た
子
で
し
た
。
宇

和
島
中
学
で
は
、
水
泳
も
や
れ
ば
剣
道
も
や
る
、

と
い
っ
た
様
に
、
い
わ
ば
万
能
選
手
で
し
た
が
、

中
学
を
卒
業
し
て
吉
田
中
学
に
体
操
の
教
師
と
し

て
一
年
間
勤
め
、
ど
う
も
体
操
を
専
門
に
や
っ
た

方
が
向
い
て
い
る
と
い
う
の
で
日
本
体
育
専
門
学

校
に
入
学
し
た
わ
け
で
す
。
去
年
の
４
月
に
結
婚

い
た
し
ま
し
て
、
将
来
は
、―

こ
れ
は
昭
本
人
の

希
望
如
何
で
す
が―

多
分
、
体
操
の
方
面
に
進
む

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
河
野
さ
ん
の
愛
媛
体
操
界
へ
の
功
績
は
大
き
い
、

宇
和
島
は
も
と
よ
り
、
愛
媛
体
操
の
基
礎
を
つ
く

っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

当時の鞍馬の新技、下向き全転向を最初にマスターし日本一となる（1953 年　日体大グラウンド）

（左）第 13 回世界体操選手権団体総合 2位（1954）（中）第 16 回オリンピックメルボルン大会団体総合 2位（1956）
（右）第 14 回モスクワ世界体操選手権団体総合 2位（1958）

　
河
野
さ
ん
は
、
小
学

生
の
時
か
ら
鉄
棒
で
大

車
輪
を
こ
な
す
運
動
神

経
抜
群
の
少
年
だ
っ
た
が
、

進
学
し
た
宇
和
島
中
学
に
は
体
操

部
は
な
く
、
本
格
的
に
機
械
体

操
を
始
め
た
の
は
日
本
体
育
専

門
学
校
（
現
：
日
本
体
育
大
学
）

へ
進
ん
で
か
ら
だ
。
在
学
中
も
自

身
の
鍛
錬
の
傍
ら
母
校
宇
和
島

東
高
等
学
校
を
度
々
訪
れ
、
体

操
部
設
立
や
指
導
に
大
い
に
貢
献

し
、
宇
和
島
東
の
後
輩
で
後
に
東
京
五
輪
で
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
松
田
治
廣
さ
ん
を
日
本
体
育
大

学
に
導
い
た
。
大
学
に
は
助
手
と
し
て
残
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
練
習
に
励
ん
だ
。

　
持
ち
前
の
手
足
の
長
さ
と
器
用
さ
を
活
か
し
て
、

そ
れ
ま
で
外
国
人
選
手
か
ら
大
き
く
差
を
つ
け
ら

れ
て
い
た
、
あ
ん
馬
で
自
ら
の
演
技
を
世
界
レ
ベ

ル
に
ま
で
高
め
、
日
本
を
代
表
す
る
選
手
に
成
長

し
て
い
っ
た
。
そ
れ
を
世
界
に
示
し
た
の
が
メ
ル

ボ
ル
ン
五
輪
の
２
年
前
に
開
催
さ
れ
た
ロ
ー
マ
の

世
界
選
手
権
で
の
自
由
演
技
だ
っ
た
。

　
元
々
ヘ
ル
シ
ン
キ
五
輪
（
１
９
５
２
年
）
に
照

準
を
あ
わ
せ
て
い
た
が
間
に
合
わ
ず
、
出
場
し
た

メ
ル
ボ
ル
ン
五
輪
（
１
９
５
６
年
）
で
は
力
み
か

ら
個
人
的
に
は
不
満
の
残
る
も
の
だ
っ
た
、
そ
れ

だ
け
に
ロ
ー
マ
五
輪
（
１
９
６
０
年
）
の
最
終
予

選
で
肩
を
痛
め
出
場
出
来
な
か
っ
た
の
が
心
残
り

だ
と
、
後
日
語
っ
て
い
る
。

　
当
時
の
宇
和
島
東
高
の
「
宇
東
高
新
聞
」
に
は

河
野
さ
ん
の
お
父
上
、
河
野
辰
市
氏
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

第 10 回全日本体操選手権大会　跳馬自由演技での
大伸身跳び（1956 年　東京都体育館）
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昭
和
25
（
１
９
５
０
）
年
、
宇
和
島
東
高
等
学

校
（
以
下
：
宇
東
）
３
年
生
の
時
、
利
根
武
志
君

と
私
は
体
操
部
の
設
立
を
提
案
し
創
部
が
認
め
ら

れ
中
井
祐
一
先
生
の
も
と
正
式
に
発
足
し
た
。
し

か
し
、
資
金
は
な
く
器
具
は
全
く
不
備
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
が
中
井
先
生
の
行
動
力
と
部
員
の
熱
意

で
種
々
工
夫
を
こ
ら
し
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
克
服
し

て
い
っ
た
。

　
空
襲
の
焼
け
跡
か
ら
な
ん
と
か
残
っ
て
い
た
鉄

棒
の
バ
ー
を
拾
い
出
し
て
組
み
立
て
た
り
、
マ
ッ

ト
は
、
予
科
練
の
払
い
下
げ
で
中
は
藁
で
薄
っ
ぺ

ら
だ
っ
た
が
、
敵
の
よ
う
に
使
っ
て
身
体
づ
く
り

を
主
眼
に
練
習
し
た
。
平
行
棒
は
、
外
庭
に
支
柱

を
４
本
立
て
、
そ
の
上
に
青
竹
を
取
り
付
け
た
。

後
に
知
り
合
い
の
製
材
所
か
ら
カ
シ
の
木
を
２
本

も
ら
い
受
け
、
そ
れ
を
舟
の
櫓
を
削
る
人
に
削
っ

て
も
ら
い
、
生
徒
の
父
兄
の
鉄
工
所
へ
頼
ん
で
約

３
㎝
は
上
下
調
整
が
で
き
る
金
具
を
つ
け
て
平
行

棒
ら
し
き
モ
ノ
を
作
っ
た
。

　
あ
ん
馬
と
跳
馬
は
、
大
工
さ
ん
に
頼
ん
で
馬
体

を
作
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
上
に
マ
ッ
ト
の
廃
物
か

ら
と
っ
た
ス
ポ
ン
ジ
を
入
れ
、
そ
の
上
に
帆
布
を

張
り
、
河
野
昭
氏
か
ら
頂
い
た
ポ
メ
ル
を
取
り
付

け
た
。
脚
は
焼
け
跡
で
見
つ
け
た
古
い
あ
ん
馬
の

脚
を
取
り
つ
け
た
。
吊
り
輪
も
河
野
氏
か
ら
お
古

を
も
ら
い
使
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
お
金

を
か
け
ず
河
野
氏
の
ご
指
導
を
受
け
て
手
作
り
の

器
具
で
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
お
蔭
で
翌
年
か
ら
県
高
校
総
体
で
優
勝
者
（
当

初
団
体
は
無
か
っ
た
）
を
輩
出
、

そ
の
後
、
団
体
で
も
連
勝
し
、

河
野
氏
は
宇
東
体
操
部
の
基
礎
を

築
か
れ
た
恩
人
と
言
え
る
。

　
昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
の
第

15
回
熊
本
国
体
の
四
国
予
選
に
は

河
野
氏
も
愛
媛
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
出
場
さ
れ
、
偉
大
な
選
手
と

競
演
で
き
た
こ
と
は
名
誉
で
懐
か

し
く
思
い
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
私

の
憶
測
で
は
あ
る
が
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
ま
で
出
ら
れ
た
方
が
四
国

予
選
に
出
場
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
、
た
だ
た

だ
愛
媛
へ
の
恩
返
し
の
お
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
今
は
、
体
操
ク
ラ
ブ
な
ど
で
正
規
の
器
具
で
専

門
の
指
導
者
が
怪
我
を
し
な
い
よ
う
安
全
対
策
を

と
っ
て
安
心
し
て
練
習
が
で
き
る
環
境
が
整
備
さ

れ
て
い
る
が
、
河
野
氏
が
小
学
生
の
と
き
（
昭
和

15（
１
９
４
０
）
年
頃
）は
、
校
庭
に
固
定
さ
れ
た

鉄
棒
で
大
車
輪
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
そ

の
度
胸
と
器
用
さ
に
は
敬
服
す
る
。

　
河
野
氏
が
愛
媛
大
学
退
職
時
に
「
こ
れ
か
ら
は

自
由
な
時
間
が
で
き
る
か
ら
ゴ
ル
フ
を
し
て
楽
し

む
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
年
の
年

末
に
急
逝
さ
れ
、
さ
ぞ
か
し
無
念
で
あ
っ
た
ろ
う

と
思
う
ば
か
り
で
あ
る
。
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上月 晶　こうつき　しょう

1931 年  宇和島生まれ（宇和島東２期）　
社会人になった後も体操競技を続け、20 歳
から 9回連続で国体出場を果たす。
愛媛県体操協会顧問　宇和島市体操協会顧問　
日本体操協会功労賞受賞　

体
操
と
故
郷
を
愛
し
た
河
野
先
輩

※

１
）
よ　
か  

れ
ん

※
２
）

※1）海軍飛行予科練習生の略で、旧海軍の航空兵養成制度の一つ　現在の宇和島市坂下津産業団地にあり、上月さんたち東高生は一時予科
　　練跡を校舎として使っていた　　※2）あん馬種目に使う馬体に取り付けられた 2つの把手のこと　

か
た
き

ろ

創部を記念して撮影された体操部の集合写真　前列中央右が河野昭氏、その左が顧問の中井祐一先生　後列の左端が上月晶さん、その右端が
利根さんだ　河野氏はこの６年後にオリンピックで銀メダルを獲得することになる　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真提供：上月晶）

あん馬の練習をする上月さん



メルボルンオリンピック競泳 200ｍ平泳ぎ第２位（銀メダル）

吉村 昌弘 よしむら　まさひろ

力強くターンをする吉村さん

※2）メルボルンオリンピックまでは潜水泳法が認められていて以降禁止になった。

　
当
時
、
全
国
で
も
水
泳
の
強
豪
校
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
宇
和
島
東
高
で
平
泳
ぎ
を
始
め
て
、
わ

ず
か
数
年
で
世
界
の
ト
ッ
プ
ス
イ
マ
ー
に
ま
で
登

り
つ
め
た
影
に
は
吉
村
さ
ん
の
才
能
に
加
え
恵
ま

れ
た
環
境
が
「
世
界
の
吉
村
」
を
育
て
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
吉
村
さ
ん
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
ぶ
り
を

当
時
の
宇
和
島
東
高
の
校
内
新
聞
が
伝
え
て
い
て
、

１
年
生
に
在
校
し
て
い
た
弟
の
元
行
氏
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
え
て
い
る
の
で
紹
介
す
る
。

「
小
さ
い
時
か
ら
須
賀
川
の
通
称「
わ
く
」と
い
う

所
で
泳
い
で
い
て
、
水
泳
を
本
格
的
に
始
め
た
の

は
和
霊
小
学
校
の
５
年
生
の
頃
で
、
城
北
中
学
で

は
背
泳
ぎ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
東
高
へ
入
っ

て
か
ら
平
泳
ぎ
に
転
向
し
ま
し
た
。
決
勝
レ
ー
ス

の
あ
っ
た
晩
は
水
泳
部
の
人
や
先
輩
が
大
勢
押
し

か
け
て
ラ
ジ
オ
の
前
で
手
に
汗
を
握
っ
て
応
援
し

て
い
た
の
で
す
が
、
兄
さ
ん
が
世
界
の
強
豪
を
し

り
ぞ
け
て
二
位
に
入
賞
し
た
こ
と
は
嬉
し
い
で
す
」
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ま
た
、
同
校
の
冊
子
「
鬼
ヶ
城
７
号
」
に
吉
村

さ
ん
ご
本
人
が
「
メ
ル
ボ
ル
ン
の
思
い
出
」
と
題

し
た
文
章
を
寄
稿
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
紹
介
す
る
。

「（
前
文
略
）
試
合
前
夜
で
あ
る
。
過
去
数
年
に
わ

た
る
血
の
出
る
よ
う
な
練
習
の
結
果
は
、
明
日
の

数
分
間
で
決
め
ら
れ
る
の
だ
、
と
思
う
と
眼
が
冴

え
て
な
か
な
か
眠
れ
な
い
。
真
夜
中
も
過
ぎ
て
二

時
頃
に
な
っ
て
よ
う
や
く
眠
れ
た
。（
中
略
）６
時

30
分
、
夕
闇
迫
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
プ
ー
ル
の
ス

タ
ー
ト
台
に
立
つ
。
予
選
の
時
と
は
、
だ
い
ぶ
違

っ
た
気
持
ち
、
私
は
７
コ
ー
ス
だ
っ
た
。
隣
は
同

僚
の
古
川
選
手
、
ユ
ニ
チ
ェ
フ
は
３
コ
ー
ス
だ
っ

た
。
号
砲
一
発
、
水
煙
を
あ
げ
て
ス
タ
ー
ト
、
た

だ
隣
の
古
川
さ
ん
を
マ
ー
ク
す
る
だ
け
、
百
五
十

㍍
の
タ
ー
ン
か
ら
後
は
、
た
だ
夢
中
で
潜
っ
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
グ
ラ
イ
エ
選
手
と
は
、
ほ
と
ん
ど

同
時
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
、
最
初
は
３
位
と
聞
い
て
い

た
が
、
プ
ー
ル
か
ら
上
が
る
と
、
す
ぐ
に
２
位
入

選
が
確
定
し
た
。

　
表
彰
台
で
「
君
が
代
」
を

聴
き
な
が
ら
、
ひ
る
が
え

る
日
章
旗
を
見
つ
め
て
い

る
と
、
何
と
な
く
目
頭

が
熱
く
な
っ
て
、
涙
が

頬
を
伝
っ
て
流
れ
る
の

を
ど
う
し
よ
う
も
な
か

っ
た
。（
中
略
）　

　
同
郷
の
河
野
選
手
に

は
、
毎
朝
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
村
の
食
堂
で
顔
を
合

わ
せ
て
い
た
し
、
色
々

力
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。

（
後
略
）」

200ｍ平泳ぎで表彰台にあがった、左から吉村氏、金メダルの古川
勝氏、銅メダルのハリス・ユニチェフ氏（ソ連）

オリンピックメルボルン大会で獲得した銀メダルとケース。吊るし紐
を通すところがなく小ぶりだ。

※

２
）

※1）宇和島東高には昭和 13（1938）年に完成したプールが、和霊小学校には、昭和 15（1940）年、県下の
小学校で最初に完成したプール（戦時中、鉄筋がなかったことから、竹を代用した竹筋プール）があった。

※

１
）
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生
で
は
全
国
で
３
位
に
な
っ
た
。

　
彼
は
、
早
稲
田
に
進
学
し
た
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
当
時
か
ら
水
泳
の
強
豪
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
日
本
大
学（
以
下
：
日
大
）の
村
上
監
督
か

ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
特
待
生
で
日
大
に
進
み
、

す
ぐ
に
塗
り
替
え
ら
れ
た
と
は
言
え
１
年
で
世

界
新
記
録
を
樹
立
、
翌
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

見
事
、
世
界
第
２
位
に
ま
で
な
っ
た
。

　
彼
と
一
緒
に
泳
い
だ
の
は
高
校
３
年
間
だ
け

だ
が
、
彼
が
宇
和
島
に
帰
省
す
る
と
水
泳
部
の

同
期
で
集
ま
り
大
学
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
中
で
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
１
９
５
６
年
に
上
映
さ
れ

大
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
「
狂
っ
た
果
実
」
の
ヒ
ロ

イ
ン
役
（
石
原
裕
次
郎
の
奥
さ
ん
）
の
北
原
三

枝
さ
ん
に
飛
び
込
み
の
指
導
を
し
た
時
の
話
だ
。

　
日
大
水
泳
部
に
依
頼
が
き
た
が
、
み
な
怖
気

づ
い
て
引
き
受
け
手
が
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

吉
村
が
名
乗
り
出
て
指
導
を
し
た
と
い
う
。
こ

の
事
で
大
会
に
出
場
す
る
度
に
北
原
さ
ん
か
ら

花
束
が
贈
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
何
事
に
も
物

怖
じ
し
な
い
吉
村
ら
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

　
そ
ん
な
彼
も
16
年
前
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

吉
村
は
大
の
努
力
家
だ
っ
た

　
吉
村
と
は
宇
和
島
東
高
等
学
校
（
以
下
：
宇

東
高
）
水
泳
部
に
入
部
し
て
か
ら
の
付
き
合
い

に
な
る
。
当
時
、
宇
東
高
水
泳
部
は
水
泳
強
豪

校
で
、Ｏ
Ｂ
の
指
導
が
あ
ま
り
に
厳
し
く「
Ｏ
Ｂ

出
入
り
禁
止
令
」
が
出
さ
れ
る
ほ
ど
で
、
私
が

入
部
し
た
当
初
30
人
も
い
た
新
入
部
員
で
残
っ

た
の
は
４
人
だ
け
だ
っ
た
。

　
吉
村
は
才
能
溢
れ
る
ス
イ
マ
ー
だ
っ
た
が
、

人
一
倍
の
努
力
家
だ
っ
た
。
朝
練
、
昼
練
は
当

た
り
前
で
、
カ
エ
ル
の
足
の
動
き
を
研
究
し
て

脚
の
関
節
を
柔
ら
か
く
す
る
工
夫
と
訓
練
も
怠

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
努
力
が
実
を
結
ん
で
入
部

当
初
こ
そ
部
内
で
２
番
目
だ
っ
た
が
、
１
年
生

最
初
の
県
大
会
で
優
勝
、
２
年
生
で
は
四
国
大

会
で
１
位
、
２
位
を
争
う
よ
う
に
な
り
、
３
年

脇野 達　わきの　とおる

1936 年  宇和島生まれ　
宇和島東高等学校水泳部で
吉村昌弘氏と同期

吉村さん（左端）が帰省すると、水泳部の同期が集まっていた。脇野さ
んは（右端）

引
き
ま
し
た
。
営
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
ゴ
ル
フ
が
唯
一
の
趣
味
で
し
た
ね
、

あ
っ
と
い
う
間
に
ス
コ
ア
シ
ン
グ
ル
に
な
っ
た

ん
で
『
プ
ロ
に
な
っ
た
ら
』
と
言
わ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
50
歳
で
糖
尿
病
を
発
症
し
て
、
そ
の
６
年
後

に
脳
梗
塞
で
倒
れ
右
半
身
不
随
に
な
っ
て
10
年

間
の
闘
病
生
活
の
間
、
一
言
の
愚
痴
も
言
わ
ず

に
闘
い
ぬ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
十
七
回
忌
で
主
人
が
総
務
部
長
を
し

て
い
た
と
き
新
入
社
員
で
い
ら
し
た
方
が
退
職

の
報
告
を
兼
ね
て
訪
ね
て
き
て
下
さ
り
、
改
め

て
歳
月
の
流
れ
の
早
さ
を
感
じ
、
今
で
も
主
人

を
慕
っ
て
下
さ
る
姿
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。」

１
位
で
な
け
れ
ば
２
位
も
ビ
リ
も
一
緒

　

 

ご
主
人
の
お
話
を
伺
う
た
め
東
京
の
ご
自
宅

に
文
子
夫
人
を
た
ず
ね
た
。 

   「
３
年
前
の
リ
オ
五
輪
で
荻
野
選
手
と
瀬
戸
選

手
が
４
百
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
で
金
と
銅
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
と
き
に
テ
レ
ビ
で
『
60
年
ぶ
り

の
快
挙
』
と
い
っ
て
、
本
当
に
久
し
ぶ
り
に
主

人
の
名
前
を
聞
い
て
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
は
須
賀
川
の
太
鼓
橋
か
ら
飛
び

込
ん
で
遊
ん
で
い
て
、
足
も
速
か
っ
た
の
で
運

動
会
で
は
花
形
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
主
人
は
よ

く
『
練
習
嫌
い
だ
っ
た
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た

が
持
ち
前
の
負
け
ん
気
で
主
人
な
り
に
努
力
は

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
よ
く
、『
足
首
が
も
っ

と
柔
ら
か
か
っ
た
ら
世
界
一
だ
っ
た
か
も
な
』

と
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
ま
だ
食
料
事
情
も
悪
く
サ
ツ
マ
イ

モ
を
主
食
に
外
国
米
や
麦
入
り
ご
飯
ば
か
り
食

べ
て
い
た
の
で
栄
養
失
調
を
起
こ
し
て
厳
し
い

練
習
に
絶
え
ら
れ
ず
失
神
し
て
プ
ー
ル
に
浮
か

ぶ
こ
と
も
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
決
勝
当
日
の
様
子
を
、『
普

段
緊
張
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
に
、
コ
ー
ス

に
立
つ
と
緊
張
の
あ
ま
り
フ
ラ
イ
ン
グ
し
て
し

ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
肩
の
力
が
抜
け
て
平
静
に

戻
れ
た
』
と
言
っ
て
い
ま
し
た
、
ま
た
『
１
位

じ
ゃ
な
き
ゃ
駄
目
だ
、
２
位
も
ビ
リ
も
い
っ
し

ょ
だ
』
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
『
死
ぬ
ほ
ど
泳
い

だ
か
ら
』
と
言
っ
て
水
泳
界
か
ら
は
一
切
身
を

吉村 文子　よしむら　ふみこ　　　1939 年生まれ　福岡県出身
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東京オリンピック体操　跳馬　団体　第１位（金メダル）

松田 治廣 まつだ　はるひろ（旧姓 ：山下）

宇和島市で行われた東京オリンピック優勝祝賀パレードで紙吹雪を浴びながら商店
街を行く松田さん（写真提供：上月晶）

※新山下跳び　…　前回東京オリンピック直前に完成した、山下跳びにひねりを加えた演技。

市
大
浦
で
三
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
中
学

３
年
生
の
あ
る
日
、
突
然
母
か
ら
東
京
の
学
校
へ
い
っ
て
、

将
来
は
医
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
る
。
東
京
の
大

学
に
通
っ
て
い
た
兄
が
居
た
こ
と
も
あ
っ
て
３
学
期
か
ら

東
京
の
中
学
校
に
編
入
し
、
翌
年
の
春
に
は
都
立
千
歳
が

丘
高
校
に
進
学
し
た
。

　
高
校
に
入
る
と
「
自
分
自
身
を
器
用
だ
と
思
う
人
は
ぜ

ひ
体
操
部
へ
」
の
勧
誘
に
導
か
れ
体
操
部
に
入
部
す
る
、

初
め
少
し
戸
惑
っ
た
も
の
の
徐
々
に
体
操
の
虜
に
な
っ
て

い
き
練
習
に
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
。
そ
ん
な
様
子
に
呆

れ
た
兄
か
ら
母
に
報
告
が
い
き
、
結
局
高
校
１
年
の
２
学

期
か
ら
宇
和
島
東
高
等
学
校
（
以
下
：
宇
東
高
）
に
転
入

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
体
操
へ
の

関
わ
り
を
更
に
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
当
時
、
宇
東
高
は
体
操
の
名
門
と
し
て
知
ら
れ
て
い
て

体
操
の
四
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
も
あ
っ
た
野
本
迪
甫
先
生

が
体
操
部
を
指
導
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
当
時
の
宇
東
高
体

操
部
の
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

「
千
歳
が
丘
高
校
で
は
屋
外
に
鉄
棒
と
木
製
の
あ
ん
馬
に
マ

ッ
ト
が
あ
る
だ
け
で
し
た
が
、
東
高
に
は
６
種
目
す
べ
て

が
練
習
出
き
る
環
境
と
、
当
時
全
国
的
に
も
珍
し
か
っ
た
、

お
が
屑
の
ピ
ッ
ト
が
あ
っ
て
怖
さ
も
た
め
ら
い
も
感
じ
る

こ
と
な
く
思
い
切
っ
て
練
習
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」

　
こ
う
し
て
、
す
ば
ら
し
い
指
導
者
と
環
境
、
仲
間
に
恵

ま
れ
メ
キ
メ
キ
と
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
や
が
て
日
本
体
育

大
学
（
以
下
：
日
体
大
）
に
進
学
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
日
体
大
体
操
部
の
学
内
新
人
戦
で
優
勝
し
、
学
年
ト
ッ

プ
の
称
号
を
手
に
し
た
翌
年
、
河
野
昭
氏
の
メ
ル
ボ
ル
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
帰
国
報
告
会
が
宇
和
島
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
同
行
し
て
演
技
を
披
露
し
た
の
だ
が
、
失
敗

の
連
続
で
自
分
に
が
っ
か
り
し
て
強
い
危
機
感
を
も
っ
た
。

こ
の
時
の
こ
と
を
自
伝
に
「
あ
と
で
振
り
返
れ
ば
、
そ
の

後
の
自
分
に
お
い
て
非
常
に
い
い
薬
と
な
っ
た
失
敗
経
験
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だ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

　
慶
應
義
塾
大
学
に
就
職
も
決
ま
り
卒
業
を
待
つ
ば
か
り

と
な
っ
た
２
月
、
栗
本
学
長
か
ら
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
目
指
す
気
は
な
い
か
ね
」
と
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た

言
葉
を
か
け
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
大
学
に
残
り
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
体
育
館
で
あ
る
学
生
が
跳
馬
で
見
た

こ
と
も
な
い
凄
い
跳
び
方
を
し
て
い
る
の
が
目
に
止
ま
っ

た
。
生
来
、
ひ
ら
め
き
で
突
拍
子
も
な
い
こ
と
を
や
っ
て

み
る
の
が
得
意
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
に
工
夫
を
加

え
て
完
成
し
た
の
が
「
山
下
跳
び
」
だ
。

　
自
伝
「
私
と
体
操
」
に
は
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
と

き
の
様
子
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「（
前
略
）
成
功
す
れ
ば
金
メ
ダ
ル
確
実
と
い
う
声
も
あ
る

ほ
ど
、
私
へ
の
地
元
の
期
待
は
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、

（
中
略
）私
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
て
い
ま
し
た
。（
中
略
）私

は
助
走
路
に
立
ち
、
跳
馬
を
に
ら
み
つ
け
な
が
ら
、
大
丈

夫
だ
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
す
る
だ
け

で
よ
い
、
や
る
ん
だ
、
絶
対
や
る
ん
だ
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
、
ぐ
っ
と
跳
び
ま
し
た
。
会
場
が
沸
き
ま
す
。
自
分

で
手
応
え
を
感
じ
る
よ
り
先
に
、
大
観
衆
の
拍
手
が
私
へ

の
評
価
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。（
中
略
）
本
当
に

う
れ
し
い
優
勝
で
し
た
。
う
れ
し
い
と
い
う
他
に
言
葉
が

見
あ
た
ら
な
い
ほ
ど
、
後
に
も
先
に
も
、
こ
れ
ほ
ど
う
れ

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
中
略
）私
は
表
彰
台

の
上
で
思
わ
ず
『
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
』
と
無
意
識

の
う
ち
に
大
声
で
叫
ん
で
い
ま
し
た
。
観
客
席
の
中
に
は
、

両
親
と
兄
と
松
田
の
伯
母
ら
、
私
の
家
族
も
見
に
来
て
い

て
、
晴
れ
の
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
中

略
）
私
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
、
金
メ
ダ
ル
を
取
れ
た
こ
と

は
、
努
力
し
た
こ
と
へ
の
『
領
収
書
・
あ
か
し
』
を
も
ら

え
た
よ
う
な
も
の
だ
と
話
し
て
い
ま
す
」

優
勝
だ
。
金
メ
ダ
ル
だ
。

「
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
」
私
は
表
彰
台
の
上
で
思
わ
ず

叫
ん
で
い
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
周
囲
の
人
々
、
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
観
衆
の
人
々
、
テ
レ
ビ
を
通
し
て
声

援
を
お
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
日
本
中
の
人
々
、
私
は
す
べ

て
の
方
々
に
対
し
て
感
謝
の
心
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
10
月
23
日
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会
男
子
体
操
種
目
別
決
勝
の
跳
馬
。

　
ひ
ょ
ん
な
き
っ
か
け
で
体
操
を
始
め
て
11
年
。
い
ろ
い

ろ
な
人
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
私
は
地
元
開
催
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
こ
の
晴
れ
の
舞
台
で
、
是
非
つ
か
み
取

り
た
い
と
願
っ
て
い
た
個
人
種
目
の
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
松
田
治
廣
教
授
退
職
記
念
誌「
私
と
体
操
」の

冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
文
章
だ
。
松
田
さ
ん
は
、
宇
和
島

※ピット…体操競技の技を安全に練習できる穴。現在はクッション材などがしき詰まられ、より安全に配慮されている

※



　
そ
し
て
、
１
年
の
２
学
期
に
転
校
し
て
き
て

体
操
部
に
や
っ
て
来
た
の
が
松
田
治
廣
（
旧
姓

：
山
下
）
だ
っ
た
。
練
習
で
彼
は
、
人
並
み
外

れ
た
跳
躍
力
と
思
い
切
り
の
よ
さ
、
そ
し
て
特

製
ピ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
「
ハ
ッ
」
と
す
る
よ
う

な
大
技
を
披
露
し
て
は
皆
を
驚
か
せ
た
。

　
３
年
生
に
な
っ
た
あ
る
日
、
全
国
区
の
活
躍

を
み
せ
て
い
た
彼
に
こ
ん
な
話
を
し
た
の
を
覚

え
て
い
る―

「
治
さ
ん
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
絶

対
間
に
合
う
け
ん
頑
張
れ
よ
」
と
。

　
高
校
卒
業
後
、
日
本
体
育
大
学
に
進
ん
だ
彼

は
、
私
の
予
言
ど
お
り
、
１
９
６
４
年
東
京
で

開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
事
大
輪
の
花

を
咲
か
せ
た
。
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度
肝
を
抜
か
れ
た
転
校
生
の
演
技

　
宇
和
島
市
立
城
南
中
学
校
（
以
下
：
城
南
中
）

の
１
年
の
時
、
体
育
祭
で
組
み
体
操
を
や
っ
た

の
を
き
っ
か
け
に
体
操
部
に
入
る
こ
と
に
な
っ

た
。
中
学
校
の
体
操
競
技
は
、
ち
ょ
う
ど
１
年

前
に
県
総
体
正
式
種
目
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、

し
か
も
そ
の
初
代
優
勝
校
が
城
南
中
だ
っ
た
。

　
中
学
校
時
代
は
県
下
で
敵
な
し
だ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
宇
和
島
東
高
等
学
校
（
以
降
：
宇

東
）
へ
進
学
し
て
も
当
然
体
操
を
続
け
た
。
当

時
、
宇
東
体
操
部
は
メ
ル
ボ
ル
ン
五
輪
の
体
操

団
体
で
銀
メ
ダ
ル
獲
得
し
て
い
た
河
野
昭
先
輩

の
ご
指
導
に
よ
り
、
屋
外
な
が
ら
鉄
棒
や
吊
り

輪
の
場
所
に
は
ピ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
大
鋸
屑
を

入
れ
た
大
き
な
穴
を
掘
っ
て
、
安
全
に
大
技
の

練
習
が
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
た
。

島原 傳喜　しまはら　でんき

1938 年  宇和島生まれ　株式会社島原かまぼこ会長　

《経歴》宇和島蒲鉾組合理事長 /愛媛県体育協会総務委員会理事
宇和島市体育協会会長 /宇和島体操協会会長 /愛媛県スポーツ協会顧問　
《表彰》愛媛県知事表彰 /黄綬表彰 /農林水産大臣表彰 /旭日双光章
愛媛県体育協会スポーツ功労賞
2019 年 10 月　文部科学大臣表彰（生涯スポーツ振興功労賞）

帰省した河野  昭さん（中央）を囲んで、後列左から私、柿内、岡森、
井上、後輩の中田。前列右が松田（旧姓：山下）、左が上月  晶さん。

な
く
て
、
自
分
が
ど
ん
な
技
が
で
き
る
か
試
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
」

「
彼
が
宇
和
島
に
帰
っ
て
来
た
と
き
一
緒
に
飲
ん

で
い
る
と
『
俺
は
ハ
ム
が
好
き
な
ん
だ
』
と
い

う
の
で
、
妙
な
こ
と
を
言
う
な
と
思
っ
て
い
た

ら
当
時
付
き
合
っ
て
い
た
彼
女
が
公
子
さ
ん
だ

っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
今
は
彼
の
奥
さ
ん
に
な
っ

て
い
ま
す
け
ど
ね
」（
同
期
の
柿
内  

道
徳
さ
ん
）

「
大
会
に
な
る
と
必
ず
、
顧
問
の
野
本
先
生
か
ら

『
山
下
に
練
習
し
た
こ
と
以
外
は
さ
せ
る
な
よ
』

と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
彼
の
個
人
演
技
の
と

き
は
私
が
補
助
に
つ
い
て
『
治
さ
ん
、
頼
む
か

ら
練
習
ど
お
り
に
や
っ
て
く
れ
よ
』
と
い
う
と

『
わ
か
っ
た
、
わ
か
っ
た
』と
空
返
事
を
し
て
は

私
た
ち
が
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
技
を
や
っ

て
、
結
果
失
敗
し
て
点
数
が
伸
び
ず
本
来
の
実

力
を
発
揮
で
き
な
い
事
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り

ま
し
た
。
普
通
に
や
れ
ば
良
い
成
績
を
残
せ
る

ん
で
す
が
、
そ
れ
で
先
生
か
ら
叱
ら
れ
る
の
は
、

い
つ
も
私
で
す
か
ら
割
が
合
い
ま
せ
ん
（
笑
）」

　
　
　
　
　
　
　

   （
同
期
の
岡
森  

輝
雄
さ
ん
）

「
山
下
さ
ん
は
ゴ
ル
フ
が
お
好
き
だ
っ
た
の
で
、

私
が
毎
月
仕
事
で
東
京
へ
行
っ
て
い
た
と
き
は

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
」　　
　
　

 （
後
輩
の
毛
利  

征
二
さ
ん
）

「
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開
会
式
も
山
下

く
ん
の
本
番
の
演
技
も
観
ま
し
た
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

   （
先
輩
の
上
月  

晶
さ
ん
）

治
さ
ん
は
、
練
習
嫌
い
の
天
才
肌

　
松
田
さ
ん
の
宇
和
島
東
高
時
代
の
同
期
や
体

操
関
係
者
が
毎
月
集
ま
る
宇
和
島
体
操
協
会
の

定
例
会
（
お
講
）
に
お
邪
魔
し
て
松
田
さ
ん
の

思
い
出
話
を
伺
っ
た
。

「
高
校
時
代
の
彼
を
言
い
表
す
と
、
く
そ
度
胸
で

型
破
り
な
天
才
肌
で
し
ょ
う
か
。
練
習
嫌
い
な

彼
は
、
ふ
ら
っ
と
や
っ
て
来
て
は
『
今
、
ど
ん

な
の
練
習
し
よ
る
ん
？
』
と
聞
く
の
で
私
た
ち

が
二
、
三
週
間
か
け
て
よ
う
や
く
マ
ス
タ
ー
し

た
技
を
み
せ
る
と
、
パ
ッ
と
や
っ
て
の
け
る
ん

で
す
。
そ
う
か
と
思
う
と
、
小
学
生
で
も
や
れ

る
よ
う
な
簡
単
な
技
を
本
番
の
大
会
で
失
敗
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
も
そ
も
彼
は
、
試

合
で
巧
く
や
っ
て
点
数
を
稼
ご
う
と
か
考
え
て

左から龍山  義文、川崎  功、上月  晶、石丸  和美、柿内  道徳、毛利  征二
岡森  輝雄（敬称略）
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東
京
の

中
の

宇
和
島

　
江
戸
時
代
、
諸
藩
は
江
戸
に
屋
敷
を
構
え
参
勤

交
代
に
よ
る
在
府
の
居
住
場
所
と
し
て
い
た
。
上

屋
敷
に
は
大
名
と
そ
の
妻
子
が
住
み
、
下
屋
敷
に

は
隠
居
し
た
前
藩
主
が
住
ん
で
い
た
。

　
宇
和
島
藩
の
上
屋
敷
は
現
在
の
港
区
六
本
木
７

丁
目
に
あ
っ
た
。
諸
藩
江
戸
屋
敷
の
多
く
は
細
切

れ
に
売
買
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
宇
和
島
藩
上

屋
敷
跡
に
は
現
在
、
日
本
で
５
館
目
の
国
立
美
術

館
と
し
て
２
０
０
７
年
に
開
館
し
た
東
京
新
美
術

館
と
隣
接
す
る
政
策
研
究
大
学
院
大
学
が
あ
る
。

　
ま
た
、
近
く
に
は
、
宇
和
島
市
に
本
社
が
あ
る

株
式
会
社
か
ど
や
の
「
か
ど
や
霞
邸
」
が
あ
る
。

　今年はオリンピックが東京を中心に
開催されるが、東京の中で宇和島にご
縁のある場所のほんの一部をご紹介し
たい。

六本木

政策研究大学院大学の校門

東京新美術館の玄関

宇和島藩上屋敷跡

かどや霞邸
住　　所  /  東京都港区西麻布 1-5-18
営業時間  /  17:30～翌 2:00（LO1:00）
定  休  日   /  日曜日・祝日
お問合せ  /  03-6447-2100
ホームページ　http://www.kadoya-taimeshi.com/

2013 年 7 月に東京 1号店
としてオープン。食材は毎
日空輸で運ばれるので新鮮
そのものです。愛媛の味、
愛媛の旬をご堪能ください。

かどや霞邸
　店長代理　宮土  知香 （写真上左）宇和島じゃこ天（写真上右）店舗外観

（写真下左）店内の様子（写真下右）宇和島ふくめん
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政策研究大学院大学の校門

東京新美術館の玄関新橋

鉄道唱歌の碑
香川・愛媛

せとうち旬彩館

かどや虎ノ門
住　　所  /  東京都港区西新橋 2-13-2
営業時間  /  ランチ 11:30 ～ 14:00（LO13:30）※平日のみ
　　　　　 ディナー 17:30 ～ 22:30（LO21:30）
定  休  日   /  日曜日・祝日
お問合せ  /  03-5501-0036
ホームページ　http://www.kadoya-taimeshi.com/

当店で働くスタッフの半数は
愛媛県出身者です。愛媛宇和
島のすばらしさ、おいしいも
のを一人でも多くの皆様にお
伝えすべく、料理に負けない
フレッシュな笑顔でおもてな
しさせていただきます。

かどや虎ノ門
　店長　太田   麻弓

　
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
の
汐
留
口

を
出
て
左
側
、
ゆ
り
か
も

め
新
橋
駅
の
入
り
口
の
正
面

に
Ｄ
51
機
関
車
の
動
輪
と
鉄
道

唱
歌
の
碑
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
１
９
５
７（
昭
和
32
）年
10
月

４
日
の
鉄
道
開
通
85
周
年
を
記
念
日
に
宇

和
島
出
身
で
鉄
道
唱
歌
の
作
詞
家
、
大
和

田
健
樹
の
生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て
新

橋
駅
に
建
立
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
「
鉄
道
唱
歌
」は
、
明
治
時
代
に
作
詞
さ

れ
全
５
集
・
３
３
４
番
（
１
９
６
２
年
に

発
見
さ
れ
た
「
北
海
道
唱
歌
」
や
「
伊
予

鉄
道
唱
歌
」
を
本
編
に
含
め
、
全
６
集
・

３
７
４
番
、
ま
た
は
、
全
７
集
・
３
９
９

番
と
す
る
説
も
あ
る
）。

　
第
１
集
東
海
道
編
第
１
番
の

「
汽
笛
一
声
新
橋
を

　
　
　
　
は
や
我
汽
車
は
離
れ
た
り…

」

は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

ＪＲ新橋駅の汐留口にあるＤ51 機関車の動輪と鉄道唱歌の碑

　
大
和
田
建
樹
は
安
政
四（
一
八
五
七
）

年
宇
和
島
市
丸
之
内
に
生
ま
れ
、
幼
少

の
頃
よ
り
藩
校
に
学
ん
だ
が
学
才
す
ぐ

れ
、
14
歳
の
時
に
藩
公
に
召
さ
れ
て
四

書
を
進
講
す
る
な
ど
、
早
く
も
国
文
学

者
と
し
て
の
萌
芽
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

若
く
し
て
広
島
に
遊
学
し
て
英
学
を
修

め
、
つ
い
で
上
京
、
さ
ら
に
研
鑽
を
積

ん
で
、
つ
い
に
東
京
帝
国
大
学
講
師
、

東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
等
を
歴
任
し

た
。
後
に
職
を
辞
し
て
か
ら
は
、
専
ら

そ
の
広
範
な
学
識
を
駆
使
し
て
多
彩
な

作
家
活
動
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。

　
上
り
立
ち
門
に
近
い
生
家
跡　
種
々

の
国
文
学
の
著
作
を
は
じ
め
と
し
、
作

歌
、
作
詞
、
紀
行
文
、
謡
曲
の
註
解
、

辞
典
編
纂
に
ま
で
及
び
、
特
に
旅
を
愛

し
て
、
自
然
の
う
つ
ろ
い
に
人
生
の
あ

わ
れ
を
こ
め
て
詠
ん
だ
和
歌
は
、
実
に

千
三
百
余
首
と
な
っ
て
い
る
。

　
旅
を
愛
し
た
建
樹
は
、
ま
た
故
郷
を

懐
し
む
望
郷
の
人
で
も
あ
っ
た
。
生
涯

た
び
た
び
帰
郷
し
て
ふ
る
さ
と
の
詩
歌

を
作
っ
て
い
る
。

宇
和
島
駅
頭
の
「
詩
碑
」
の
一
面
に
は

　
　
わ
が
ふ
る
里
の
城
山
に

　
　
父
と
登
り
て
な
が
め
た
る

　
　
入
江
の
波
の
夕
げ
し
き

　
　
忘
れ
ぬ
影
は
今
も
な
お　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
散
歩
唱
歌
）

　
と
刻
ま
れ
、
彼
の
望
郷
の
情
し
の
ば

れ
る
。　
（
宇
和
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

大和田　建樹
おおわだ　たけき

詩人、作詞家、国文学者

　
「
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
」の
目

の
前
に
あ
る
「
香
川
・

愛
媛
せ
と
う
ち
旬
彩
館
」

は
、
汐
留
や
銀
座
な
ど

お
し
ゃ
れ
な
街
に
も
近

く
、
さ
ら
に
横
浜
方
面

へ
も
ア
ク
セ
ス
の
良
い

便
利
な
場
所
で
、
そ
の

た
め
客
層
も
幅
広
い
。

平
日
は
主
婦
層
や
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
・Ｏ
Ｌ
が
中

心
、
週
末
は
家
族
連
れ

や
観
光
客
の
方
々
で
賑

わ
っ
て
い
る
。

　
１
階
は
「
特
産
品
シ

ョ
ッ
プ
」、２
階
に
は
レ

ス
ト
ラ
ン
「
郷
土
・
せ

と
う
ち
料
理　
か
お
り

ひ
め
」
と
「
工
芸
品
・

雑
貨
シ
ョ
ッ
プ
」
が
あ

り
、
香
川
と
愛
媛
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
る
。

愛媛旬彩館 http://www.setouchi-shunsaikan.com/

香川・愛媛せとうち旬彩館　
港区新橋 2-19-10　新橋マリンビル 1・2F
　TEL.042-383-9835　年中無休（年始を除く）
　　　1F 特産品ショップ 10 ～ 20 ／ 2F レストラン 11 ～ 23
　　　2F 工芸品・雑貨ショップ 10 ～ 20　
営業
時間

（写真左）店内の様子（写真下）ランチ：宇和島鯛めし御前 1,980 円（税込）
（写真上）店舗外観

取材協力／　宇和島市　　香川・愛媛せとうち旬彩館　　㈱かどや　
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西予市卯之町で 150 年前に誕生
した山田屋まんじゅうは恵比寿
界隈の皆様にも愛されるまんじ
ゅう屋として、その伝統の美味
を伝えたられるよう日々精進し
てまいります。

　スタッフ　木村　麻美

恵比寿

宇和島藩下屋敷跡
（伊達町会）

旧町名表札

山田屋まんじゅう　元 [Gen] 恵比寿店
住　　所  /  東京都渋谷区恵比寿西 2-2-6
　　　　　　恵比寿ファイブビル　１F
営業時間  /  10:30～19:00
定  休  日   /  日曜日　1/1 ～ 1/3
お問合せ  /  03-6452-5780
ホームページ　https://yamadayamanju.jp/

　
宇
和
島
藩
下
屋
敷
は
、
現
在
の
港
区
恵
比
寿
３
丁
目
辺
り
の
小
高
い

場
所
に
あ
り
、
そ
の
た
め
「
伊
達
坂
」
と
呼
ば
れ
る
坂
道
も
あ
る
。

こ
の
辺
り
に
は
渋
谷
川
と
三
田
用
水
に
挟
ま
れ
た
豊
な
水
源

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
前
身
で

あ
る
日
本
麦
酒
醸
造
會
社
が
１
８
８
７（
明
治
30
）

年
に
設
立
さ
れ
、
の
ち
に
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ

レ
イ
ス
と
し
て
整
備
さ
れ
る
工
場
を
設
け「
恵

比
寿
麦
酒
」を
発
売
す
る
。

　
そ
の
後
、
販
売
量
の
増
加
に
伴
っ
て
出
荷
専

用
の
貨
物
駅
「
恵
比
寿
停
留
場
」
が
作
ら
れ
、
こ
の

駅
の
そ
ば
に
作
ら
れ
た
旅
客
駅
が
「
恵
比
寿
駅
」
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
次
第
に
こ
の
地
域
を「
恵
比
寿
」と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
、
伊
達
町
が
正
式
な
町
名
に
制
定
さ
れ
る

が
、
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
に
恵
比
寿
３
丁
目
に
町
名
変
更
さ
れ
る
。

し
か
し
、
当
時
、
町
会
長
だ
っ
た
新
美
国
弘
が
中
心
と
な
り
「
由
緒
あ

る
宇
和
島
藩
下
屋
敷
跡
を
中
心
に
発
展
し
た
町
の
名
を
町
会
名
と
し
て

守
り
た
い
」と
の
運
動

が
お
こ
り
、「
伊
達
町

会
」の
名
は
現
在
も
受

け
継
が
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
恵
比
寿
駅

か
ら
程
近
い
所
に
西
予
市
卯
之
町
で
慶
応
３
年
創
業
の
山
田
屋
ま
ん
じ

ゅ
う
の
「
元[Gen] 

恵
比
寿
店
」
も
あ
る
。

伊達町会の立田実会長に伊達の名が残
る児童公園をご案内していただいた。

伊達町（恵比寿３丁目：緑色の部分）を恵比寿ガーデンプ
レイス最上階から眺めると、遠くに東京タワーが望める。

恵比寿ガーデンプレイスは、恵比寿ビール（現ヱビスビール）が誕生した醸造
所の跡地に建てられている。恵比寿ビールと歴史を称えるヱビスビール記念館
の他、ホテル、百貨店、映画館、美術館、約 50店のレストランなどがある複合
商業施設だ。

（写真上左）山田屋まんじゅう・こきび・まろぶ詰合せ 9個入り￥1,296（税込）
（写真上右）山田屋まんじゅう木箱 25 個入り￥4,212　( 税込 ) 
（写真下左）店内の様子（写真下右）店舗外観

に
い
み
く
に
ひ
ろ
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季彩や　ひで
住　　所  /  東京都新宿区神楽坂 6-23 
　　　　　　神楽坂ガーデン A棟 1F
営業時間  /  17：30 ～ 23：00（LO22：30）
定  休  日   /  日曜日
お問合せ  /  03-6265-3778
ホームページ　Facebook[ 季彩や　ひで ]

故郷宇和島の新鮮な魚や柑橘、
ジビエ等を宇和島から直送さ
せ４年連続でミシュランのビ
ブグルマン選定という超人気
店。宇和島の食材のよさを知
りつくしているだけに「絶対
においしくないとは言われた
くない」と言い切る。
　店主　大西   英樹

調布市

山下亀三郎ゆかりの
桐朋学園

　
桐
朋
学
園
の
前
身
は
、
東
京
都
国
立

市
の
山
水
中
学
校
、
調
布
市
仙
川
の
山

水
高
等
女
学
校
だ
。

　
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
、
宇
和
島

市
吉
田
町
喜
佐
方
出
身
の
実
業
家
山
下

亀
三
郎
に
よ
る
陸
海
軍
へ
の
寄
付
一
千

万
円
（
現
在
の
金
額
で
数
百
億
円
）
を

基
に
財
団
法
人
山
水
育
英
会
が
結
成
さ

れ
、
翌
年
、
軍
人
子
女
の
教
育
を
目
的

に
創
立
さ
れ
た
。

　
敗
戦
後
、
東
京
文
理
科
大
学
、
東
京

高
等
師
範
学
校
の
指
導
と
協
力
に
よ
っ

て
、
１
９
４
７
年
、
桐
朋
学
園
と
し
て

桐朋学園 http://www.toho-gakuen.com/
学校法人  桐朋学園
東京都調布市若葉町１－ 41 －１　TEL.03-3300-2458

（写真上左）店舗外観（写真上右）お造り五点盛り 3,800 円（税込）
（写真下左）店内カウンター（写真下右）宇和島から直送される新鮮な魚

第
二
の
出
発
を
し
た
。

　
桐
朋
学
園
に
は
幼
稚
園
か
ら
大
学
院

ま
で
あ
り
、
普
通
教
育
も
芸
術
教
育
も

行
わ
れ
て
い
る
。

　
桐
朋
学
園
は
、
一
人
ひ
と
り
の
人
格

を
尊
重
し
、
自
主
性
を
養
い
個
性
を
伸

長
す
る
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
立
つ
教

育
を
基
本
に
捉
え
、
そ
の
共
通
の
理
念

の
も
と
、
男
子
・
女
子
・
音
楽
の
三
つ

の
部
門
か
ら
成
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自

の
特
色
あ
る
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
を
充
実
し
た
環
境
で
じ

っ
く
り
育
て
、
人
間
と
し
て
の
無
限
の

可
能
性
を
豊
か
に
開
花
さ
せ
よ
う
と
す

る
一
貫
教
育
の
発
想
と
シ
ス
テ
ム
が
そ

れ
ぞ
れ
に
あ
る
。

　
卒
業
生
に
は
、
世
界
的
指
揮
者
の
小

澤
征
爾
や
女
優
の
高
畑
淳
子
な
ど
多
く

の
著
名
人
が
い
る
。

山
下
亀
三
郎
は
、
慶
応
３（
１
８
６
７
）

年
４
月
、
吉
田
藩
河
内
村
（
現
：
宇
和

島
市
吉
田
町
河
内
）
に
生
ま
れ
、
故
郷

を
飛
び
出
し
て
か
ら
は
、
代
用
教
員
や

会
社
員
な
ど
職
を
転
々
と
す
る
が
う
ま

く
行
か
ず
、
明
治
２
９
（
１
８
９
６
）

年
、
独
立
し
て
横
浜
石
炭
商
会
を
開
業

し
た
。
や
が
て
「
山
下
汽
船
」
を
立
ち

上
げ
海
運
業
へ
進
出
す
る
。

　
そ
の
後
、
日
露
戦
争
後
は
巨
額
の
借

金
を
抱
え
倒
産
の
危
機
に
瀕
す
る
も
持

ち
直
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
の
海
上

輸
送
の
需
要
増
大
に
よ
り
「
山
下
汽
船
」

は
日
本
屈
指
の
船
会
社
に
成
長
す
る
。

　
そ
の
一
方
で
「
人
間
を
つ
く
る
に
は
、

ま
ず
母
を
つ
く
れ
」
と
の
信
念
か
ら
山

下
実
科
高
等
女
学
校
（
現
：
県
立
吉
田

高
等
学
校
）、第
二
山
下
実
科
高
等
女
学

校 （
現
： 

県
立
三
瓶
高
等
学
校
）、
山
水

育
英
会
な
ど
多
く
の
学
校
も
作
っ
て
い

る
。

山下　亀三郎
やました　かめさぶろう

山下汽船・山下財閥の創業者

桐朋学園大学音楽学部仙川キャンパス

桐朋学園女子部門　朝の登校風景

取材協力／　学校法人  桐朋学園　　季彩や  ひで　　曽根 眞人　　伊達町会  立田 実　　㈱山田屋
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吉
村
は
、
昭
和
二
〇
年
代
に
起
き
た
鼠
の

異
常
発
生
を
調
査
す
る
た
め
、
昭
和
四
六
年

（
一
九
七
一
）一
〇
月
、
初
め
て
宇
和
島
の
戸

島
、
日
振
島
を
訪
れ
る
。
そ
の
取
材
を
も
と

に
翌
年
七
月
、
初
の
宇
和
島
作
品
「
海
の
鼠
」

を
発
表
す
る
。
以
来
、
宇
和
島
の
歴
史
や
風

土
に
関
心
を
抱
き
、
宇
和
島
の
蘭
方
医
学
に

触
れ
た
「
ふ
ぉ
ん
・
し
い
ほ
る
と
の
娘
」
や
、

闘
牛
を
題
材
に
し
た
「
研
が
れ
た
角
」、
江

戸
時
代
の
宇
和
島
藩
が
描
か
れ
た
「
長
英
逃

亡
」
な
ど
、
多
数
の
作
品
を
執
筆
す
る
。

　
ま
た
、
宇
和
島
の
食
文
化
や
人
間
味
に
も

惹
か
れ
、
生
涯
で
五
〇
回
以
上
訪
問
し
た
。

そ
の
交
流
を
物
語
る
資
料
も
多
数
残
さ
れ
て

い
る
。

　「
吉
村
昭
記
念
文
学
館
　
常
設
展
示
図
録
」よ
り

吉村昭記念文学館

かどや山上亭・Ｔ-Lounge CREDO
住　　所  /  東京都文京区本郷 7-3-1
　　　　　（東京大学本郷キャンパス内山上会館 1階 / 地下 1階）
営業時間  /  山上亭 11:00 ～ 14:00　クレド 9:30 ～ 15:30
　【要予約】17：00 ～ 21：00
定  休  日   /  土日・祝日　
お問合せ  /  山上亭 03-5841-2344　クレド 03-5841-2328
ホームページ　http://www.kadoya-taimeshi.com/

東京大学本郷キャンパスの山上
会館に 2018 年 10 月にオープン
いたしました。平日のランチタ
イムまではどなたでもご利用い
ただけますので、愛媛の食材を
使った美味しい料理を大学内の
美しい景色と共に是非ご賞味く
ださい。
　店長代理　加賀城  愛

吉村　昭　1927-2006
荒川区生まれ。学習院大学在学中に執筆活動を開始。昭和 41 年（1966）に「星への旅」で太宰治賞を受賞。
同年「戦艦武蔵」を発表し、ベストセラーとなる。戦史・歴史・医学・動物など幅広い
題材を扱い、入念な取材をもとにした作品を多数執筆。日本芸術院賞ほか
多くの賞を受賞。

東京都荒川区荒川２丁目 50-1 ゆいの森あらかわ内　
TEL.03-3891-4349

日暮里

谷中霊園
宇和島藩八代藩主 伊達宗城侯墓
住　所  /  台東区谷中 7-5-24
墓地番 /　乙 8号 11 側

斉藤鮮魚店の湯呑茶碗
「日本の味は海の味　吉村昭」
「彩　津村節子」
記念館の宇和島コーナーに展示してある、行き
つけだった斉藤鮮魚店が作った湯呑茶碗。
吉村と妻で作家の津村が来店した際に書いた色紙を
もとに作られた。

荒川

宇和島関連作品
・「海の鼠」1972（後に改題「魚影の群れ」1983）
・「ふぉん・しいほるとの娘」※第 13 回吉川英治文学賞
・「闇にひらめく」1978（『海馬』1989）
・「研がれた角」1979（『海馬』1989）
・「虹の翼」1980
・「長英逃亡」1984※第 7回高野長英賞（2004）
・「花渡る海」1985
・「ニコライ遭難」1993

（写真上左）完熟トマトと厚切りベーコンのアマトリチャーナ 1,023 円（税込）
（写真上右）ティーラウンジ　クレド（写真下左）パーティの様子
（写真下右）山上亭の店内の様子

（ビュッフェパーティー利用のみ
　学内関係者の申し込みに限る）
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銀座  夢酒みずき
住　　所  /  東京都中央区銀座 6-7-6 ラペビルＢ1F
営業時間  /  17：00 ～ 23：00（LO22：00）月～金
　　　　　 17：00 ～ 22：00（LO21：00）土曜日
定  休  日   /  日曜日・祝日
お問合せ  /  03-5537-1888
ホームページ　http://www.musshu.jp/mizuki/

遊び心を忘れずに毎日楽しく食
材と向き合っています。【愛媛・
宇和島「徳弘水産」の鯛一郎ク
ン】など、全国のこだわりぬい
た厳選素材を丹精込めて調理い
たします。合わせるお酒の酒質
や味をヒントにお酒がすすむ、
一味違った独創的なお料理をお
楽しみいただけたら幸いです。
料理長　梅村  孝利

銀座

（写真上左）店内にある「鯛一郎クン」の切り絵（写真上右）お造り盛り合わせ
（写真下左）店内のカウンター（写真下右）酒ディスプレイ

小金井市

南豫明倫館
伊達家門

　
１
８
８
３（
明
治
16
）年
に
宇
和
島

伊
達
家
か
ら
神
田
の
控
屋
敷
が
提
供

さ
れ
る
。
こ
れ
が
明
倫
館
の
は
じ
ま

り
だ
。
そ
し
て
１
９
２
１（
大
正
10
）

年
、
よ
り
よ
い
環
境
を
も
と
め
て
伊

達
家
下
屋
敷
の
一
角
に
新
築
さ
れ
、

「
侯
爵
伊
達
家
明
倫
館
」と
し
て
移
転

さ
れ
る
が
太
平
洋
戦
争
の
戦
渦
で
焼

失
し
て
し
ま
う
。

　
１
９
５
３（
昭
和
28
）年
、
郷
土
有

志
の
尽
力
で「
南
豫
奨
学
会
」と
し
て

復
興
。
目
黒
区
上
目
黒
に「
南
豫
明

倫
館
」を
新
築
。
１
９
８
６（
昭
和
61
）

年
、
よ
り
よ
い
学
習
環
境
求
め
て
現

在
の
小
金
井
市
中
町
に
移
転
し
た
。

戸梶  學館長と南豫明倫館の入り口

南豫明倫館 http://www.meirinkan.or.jp/index.html

南豫明倫館　東京都小金井市中町 4-18-26　TEL.042-383-9835

　
小
金
井
市
に
あ
る
、「
江
戸

東
京
た
て
も
の
園
」
に
は
宇

和
島
藩
伊
達
家
が
大
正
時
代

に
現
在
の
東
京
都
港
区
白
金

に
建
て
た
屋
敷
の
表
門
が
移

築
展
示
さ
れ
て
い
て
、
総
欅

造
り
の
冠
木
に
は
木
彫
の
宇

和
島
藩
伊
達
家
の
縦
三
引
き

両
紋
が
施
さ
れ
て
い
る
。

江戸東京たてもの園　
東京都小金井市桜町 3-7-1
TEL.042-388-3300
江戸東京たてもの園

https://www.tatemonoen.jp/

園内に展示されている伊達家

九段

靖国神社
大村益次郎像

　
周
防
国
（
今
の
山
口
県
）
に
生
ま
れ
た
村
田
亮

庵
は
早
く
か
ら
大
坂
の
緒
方
洪
庵
の
適
塾
で
学
び

医
学
は
も
と
よ
り
兵
学
に
も
詳
し
く
、
塾
頭
を
勤

め
た
ほ
ど
の
秀
才
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
故
郷
で

細
々
と
村
医
者
を
し
て
い
た
が
、
兼
ね
て
よ
り
洋

学
者
を
探
し
て
い
た
宇
和
島
藩
主
伊
達
宗
城
に
見

出
さ
れ
、
召
抱
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
宇
和
島
藩
で
は
１
０
０
石
取
り
の
上
士
格
で
厚

遇
さ
れ
、
西
洋
兵
学
・
蘭
学
の
講
義
と
翻
訳
を
手

が
け
、
宇
和
島
城
北
部
の
樺
崎
に
砲
台
を
築
く
。

　
１
９
７
２
年
に
発
刊
さ
れ
た
「
花
神
」（
司
馬
遼

太
郎
著
）
に
は
大
村
益
次
郎
と
楠
本
イ
ネ
と
の
恋

愛
模
様
が
描
か
れ
、

そ
の
後
、
同
名
タ

イ
ト
ル
で
大
河
ド

ラ
マ
に
も
な
っ
た
。

靖国神社にある大村益次郎像

取材協力／　㈱かどや　　菊池壽美子　　㈱タイチ　　南豫明倫館　　夢酒みずき  銀座　　吉村  昭記念文学館
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ふるさとの
　　　カタチ

体
が
変
わ
れ
ば
心
が
変
わ
る

心
が
変
わ
れ
ば
人
生
が
変
わ
る

　
私
た
ち
は
30
年
以
上
続
い
て
い
る
体

操
教
室
で
週
一
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
中
に
は
10
年
以
上
続

け
て
い
る
会
員
さ
ん
も
多
く
、
40
代
か

ら
80
代
の
会
員
さ
ん
が
無
理
な
く
、
自

分
に
あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い

ま
す
。

　
有
酸
素
運
動
か
ら
筋
ト
レ
、
ス
ト
レ

ッ
チ
、
そ
し
て
最
後
に
ダ
ン
ス
と
あ
っ

と
い
う
間
の
１
時
間
半
で
す
。
講
師
よ

り
体
の
原
理
に
伴
っ
て
筋
肉
を
鍛
え
る

こ
と
を
教
わ
り
、
納
得
の
い
く
指
導
で

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
ら

な
い
よ
う
健
康
増
進
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。

　
自
分
自
身
で
生
命
維
持
を
し
、
自
立

し
た
生
活
が
出
来
る
生
存
期
間
で
あ
る

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に
意
識
を
シ

フ
ト
し
て
い
き
、
輝
け
る
明
日
を
自
分

自
身
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
見
学
及
び
体
験
自
由
で
す
。
ぜ
ひ
一

度
お
い
で
く
だ
さ
い
。

教　　　室　毎週火曜日　19:10 ～ 20:40
会　　　場　宇和島市総合体育館 3F 剣道場
お問合せ先　090-7628-3345（金谷）

代表　金谷  恵子さん

笑顔あふれる教室！
宇和島健康体操教室（スポーティングジャギー）

※運動器の障害や衰えによって歩行困難など要介護になるリスクが高まる状態のこと。運動器機能不全。

※

●
盛
運
社

市役所
●

かどや●

きさいや
広場●

●マクドナルド

■総合体育館
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平
成
24
年「
菓
子
工
房
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｕ
」を

立
ち
上
げ
、
う
め（
４
５
ａ
）の
栽
培
に

取
り
組
む
ほ
か
、
青
梅
ケ
ー
キ
や
桃
の

ム
ー
ス
な
ど
、
旬
の
素
材
を
使
用
し
た

ス
イ
ー
ツ
を
製
造
し
、
近
隣
の
道
の
駅

や
移
動
販
売
車
で
販
売
す
る
ほ
か
、
県

外
の
飲
料
メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
て
梅
サ

イ
ダ
ー
や
梅
シ
ロ
ッ
プ
な
ど
を
製
造
し
、

イ
ベ
ン
ト
や
首
都
圏
で
の
展
示
会
に
出

展
し
て
商
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
路
拡
大
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
で
、“

も

っ
と
素
材
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

お
客
様
に
商
品
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
な
い”

と
強
く
感
じ
、
地
元

の
う
め
園
地
を
借
り
受
け
、
平
成
27
年

か
ら
う
め
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
消
費

者
の
健
康
志
向
も
あ
り
、
う
め
の
需
要

は
今
後
も
伸
び
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
規
模
を
拡
大
し
、
う
め
を
は
じ

め
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菓子工房 KAZU
北宇和群松野町大字松丸 88　TEL.0895-49-1257
https://www.facebook.com/aoumecake.kazu
※土日祝日は出店しておりますが予告なしに変更する場合がございます。

代表　新改  和也さん

スパイシーな梅のタバスコ
600 円（税込み）

菓子工房 KAZU

梅シロップ　1,800 円（税込み）梅シロップ　1,800 円（税込み） メインの商品ラインナップ

務田駅
●

道の駅みま

←宇和島市街方面　松山自動車道　西予方面→



- 食の幸 - ひだまり

MICHELIN

　
開
業
し
て
６
年
、
移
転
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
「
ひ
だ
ま
り
」
を
今
ま
で
以
上

に
ご
愛
顧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
そ
の
日
に
と
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
を
使

っ
た
魚
料
理
が
当
店
の
自
慢
で
す
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
料
理
や
媛
っ
こ
地

鶏
の
お
刺
身
な
ど
も
ご
堪
能
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
宇
和
島
で
は
珍
し
い
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
や
豊
富
な
種
類
の
お
酒
も
取
り

揃
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
店
舗
に
は
座
敷
も
あ
り
、
30
名
ま
で

の
ご
宴
会
も
承
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
新
し
い

「
ひ
だ
ま
り
」
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

愛媛県宇和島市新町 1丁目 9-2
TEL.0895-23-2883
営業時間／ 18:00 ～ 24:00（LO23:30）
定休日／不定休

「ひだまり」自慢のお造り

ミシュランガイド 2018
広島版・愛媛版

ミシュランプレート選定店

店舗外観 大人数の宴会も可能な座敷 宇和島では珍しいクラフトビール

※ミシュランプレート選定店とは　…　調査員オススメ店 つなぐ　2020新春号   22

店主　元藪  陽平さん

■

56

●南予
文化会館

●一六

宇和島
信用金庫
●

宇和島
郵便局
●

宇和島城入口 宇和島
消防署
●

しんばし銀天街

●
しんばし

●美容学校

ひだまり



田部　司　たなべ  つかさ
プロフィール　昭和 25（1950）年生まれ　宇和島市在住　日本眼鏡技術者協会会員　シネマニア宇和島
タナベ昭和館主宰（ブログ公開中　http://www.uwajima.com/tanabe/syowa/syowa.html）　　　　　  写真・文 /田部　司

【現在の様子】上の写真で一番人が乗っている右から 2軒目
の家は今も残っているが、周りは閑散としていて当時の面影
はほとんど残っていない。
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思い出の夢のキネマ通り　  吉田町本町

　
国
道
を
離
れ
て
、
一
歩
入
っ
た
小
道
や
横

丁
に
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
空
間
を
体
感
す
る

の
が
吉
田
町
で
あ
る
。
宇
和
島
か
ら
行
く
と

住
吉
神
社
手
前
の
最
近
ロ
ー
ソ
ン
が
で
き
た

辺
り
を
右
折
す
る
と
、
魚
棚
、
次
が
本
町
、

そ
し
て
裡
町 

へ
と
続
い
て
い
く
。
戦
災
で
７

割
が
焼
失
し
た
宇
和
島
市
内
と
違
っ
て
、
町

の
役
割
を
現
わ
す
町
名
が
こ
こ
で
は
江
戸
時

代
以
来
そ
の
ま
ま
生
き
て
い
る
。

　
本
町
は
、
藩
政
時
代
か
ら
町
方
（
商
人
町
）

―

商
業
の
中
心
地
で
、
揚
縁
や
格
子
状
の
蔀
、

な
ま
こ
壁
と
い
っ
た
当
時
の
本
造
り
の
大
店

欠
か
せ
な
か
っ
た
が
、
今
は
な
く
な
っ
た
。

同
酒
造
の
当
主
故
鳥
羽
泰
蔵
は
、
ひ
と
筋
違

い
の
裡
町
の
「
吉
田
劇
場
」
の
オ
ー
ナ
ー
で

も
あ
っ
た
。

　
１
丁
目
側
、
桜
橋
た
も
と
の
人
気
の
お
好

み
焼
き
屋
「
ふ
じ
や
」
さ
ん
の
角
店
か
ら
２

軒
目
は「
オ
カ
ケ
ヤ
金
物
店
」。
名
前
通
り
元

は
両
替
商
で
あ
り
、
計
り
に
使
う
「
分
銅
」

の
絵
に
「
御
掛
屋
」
と
縦
に
書
か
れ
た
マ
ー

ク
が
ユ
ニ
ー
ク
。
少
し
先
の
赤
い
ポ
ス
ト
の

左
向
か
い
角
に
は
間
口
の
広
い「
大
上
書
店
」。

「
大
坂（
阪
）
屋
上
店
」
が
屋
号
だ
っ
た
ら
し

い
。
昭
和
57
（
１
９
８
２
）
年
に
付
近
の
道

路
は
カ
ラ
ー
舗
装
と
な
っ
た
が
、
往
時
の
面

影
が
残
る
町
並
み
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
感
じ
が

す
る
。

　
さ
て
、『
大
番
』ロ
ケ
が
あ
っ
た
頃
の
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
・
・
・
。

当
時
３
丁
目
の
銭
湯
経
営
故
山
内
喜
平
が
、

〝
キ
ネ
マ
〞
に
青
春
の
思
い
を
馳
せ
て
劇
場

「
金
水
館
」
の
ド
リ
ー
ム
・
プ
ラ
ン
が
進
行
中

だ
っ
た
。
思
え
ば
、
銭
湯
に
必
ず
映
画
ポ
ス

タ
ー
が
飾
ら
れ
て
い
た
昭
和
30
年
代
（
１
９

６
０
後
半
）、
銭
湯
と
映
画
館
は
生
活
の
一

部
で
、
人
々
は
や
さ
し
く
気
安
く
和
気
あ
い

あ
い
と
し
て
い
た
。

　
子
息
の
山
内
準
一
郎
さ
ん
（
79
歳 

本
町
）

か
ら
設
計
図
を
拝
見
し
た
が
、
完
成
し
て
い

れ
ば
相
当
オ
シ
ャ
レ
な
洋
風
建
築
と
し
て
注

目
を
浴
び
、
こ
の
町
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
に

な
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
残
念
な
が
ら
喜

平
の
急
病
に
よ
り
計
画
は
幻
と
消
え
た
。
戦

後
の
吉
田
町
に
は
、
吉
田
劇
場
の
他
に
吉
田

東
映
（
東
小
路
）
と
映
画
館
は
２
館
あ
っ
た

が
、
い
ず
れ
も
40
年
代
半
ば
（
１
９
６
０
後

半
）
に
閉
館
し
た
。

　
本
町
以
外
の
テ
レ
ビ
ロ
ケ
で
は
、
西
小
路

『大番』で沸いた本町通り【昭和 32(1957) 年 1 月】

や
吉
田
港
が
描
か
れ
た『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』（
１

９
７
０ 

竹
脇
無
我
・
山
本
陽
子
主
演 

日
テ
レ
）

や『
伊
豆
の
踊
子
』(

１
９
７
３
年 

栗
田
ひ
ろ

み
主
演
Ｋ
Ｔ
Ｖ
）
が
あ
る
。
国
道
56
号
線
の

開
通
に
と
も
な
い
国
安
川
沿
い
の
風
景
は
激

変
。
47
（
１
９
７
２
）
年
ま
で
宇
和
島
バ
ス

は
本
町
か
ら
桜
丁
へ
と
町
の
中
心
を
走
っ
て

い
た
が
、
あ
の
頃
の
国
道
筋
は
松
並
木
や
白

壁
の
町
で
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
地
だ
っ
た
。

が
つ
ら
な
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
さ
ら
地
や

閉
店
中
の
店
舗
が
目
立
っ
て
き
た
。
立
間
川

の
桜
橋
か
ら
立
間
尻
川
の
界
橋
ま
で
の
間
が

本
町
で
、
１
丁
目
か
ら
３
丁
目
ま
で
あ
る
。

界
橋
は
か
つ
て
吉
田
町
と
立
間
尻
村
の
境
界

だ
っ
た
。

　
こ
の
写
真
は
、
昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年

１
月
本
町
２
丁
目
の
通
り
で
東
宝
映
画
『
大

番
』 第
１
作
の
ロ
ケ
を
見
物
す
る
人
々
の
よ

う
す
。
現
在
も
あ
る
右
か
ら
２
番
目
の
家
の

庇
に
は
30
人
以
上
も
の
人
が
群
が
っ
て
お
り
、

道
に
詰
め
か
け
た
大
勢
の
人
た
ち
は
は
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
く
の
道
路
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
ふ
れ
ん
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
。『
大
番
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
評
判
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
４
部
作
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
、
度
々
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ク
ル
ー
が
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
を
訪
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
人
公
ギ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ち
ゃ
ん
（
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
大
介
）
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
恋
人
可
奈
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
節
子
）の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
で
町
の
富
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
家
と
し
て
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
し
た
鳥
羽
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
（
写
真
左
側
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
九
代
屋
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
吉
田
藩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
用
商
人
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
、
表
口
20
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
重
厚
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
壁
の
お
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
町
人
町
の
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
を
語
る
の
に

※

３
）

く
し
ろ
や

か
み
て
ん

※

１
）

※

２
）

あ
げ
え
ん　
　
　
　
　
　
　

   

し
と
み

た
ち
ま

た
ち
ま
じ
り　
　
　
さ
か
い

ひ
さ
し

※1）　魚棚
魚市場や鮮魚商人が居住した地域。藩政期からの御用商人
法華津屋（三引・叶両高月家 ) があった。

※2）　裡町
ポンプ、左官、石材といった看板を今も見かける職人町。

※3）　大番
獅子文六（岩田豊雄）原作、『てんやわんや』に次ぐ南予を
舞台にした 2回目の映画化作品（監督：千葉泰樹）。
戦後の世相や宇和島地方の人情や風俗・方言など実に見事
に捉えている。渥美清（1962 年 フジ）や左とん平（1970 年
NHK）のテレビも好評。渥美版のマドンナ役は今年 88 歳
で亡くなった名女優八千草薫。

ほ  け   つ  や　　 みつびき　 かのう   たかつき

だ
い
じ
ょ
う

秋号「袋町恵美須神社」の本文中、読者の指摘により、家藤監物 ( けんもつ ) を堅持と間違って
いることがわかりました。お詫び申し上げます。

前号（秋号）の
訂正とお詫び
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お
し
ら
せ

主　　催：宇和島市教育委員会
後　　援：愛媛新聞社・宇和島ケーブルテレビ
お問合せ：宇和島市生涯学習課　Tel . 0895-24-1111

伊達博物館
city.uwajima.ehime.jp/site/azechi-iseki-museum/https://www.city.uwajima.ehime.jp/site/datehaku-top/

令和元年度　南予舞台芸術振興事業

ミュージカル ジパング 青春記

■日　時　２/１（土）開演：14:30

　　　　　２/２（日）開演：14:00　

■会　場　

　　　南予文化会館

■入場料

4,000 円（1 階指定席）

2,500 円（2 階自由席）

（当日券は 500 円アップ）　

■会　期　２/８（土）～３/２２（日）

■会　場　宇和島市立伊達博物館

■入場料　大人 500 円　小中学生無料

春の訪れを感じさせてくれるお
ひな様。令和はじめの春は、規
模を拡大した、ひな人形特別展
を開催します。毎年公開してい
ます丸平大木人形店、大木平蔵
作の有職雛のほか京都ゆかりの
品々から伝統の技と美が感じら
れる作品を特別公開します。期
間中の土日には各種イベントも
開催します。

お問合せ /宇和島市立伊達博物館
宇和島市御殿町 9-14　Tel.0895-22-7776

－京都、老舗人形司の技と美－

紡がれし雛の習ひ
■日　程　２/７（金）～９（日）

◎ ２／７　大黒さま
　法要 17 時～

◎ ２／８　弁財天さま
　えんま釡 10 ～ 15 時
　餅まき 16 時～

◎ ２／９　えんまさま
　法要 12 時 30 分～
　餅まき 16 時～

※商店街でも餅まきが
　あります。

お問合せ /佛日山　西江寺
宇和島市宇和島市 丸穂甲 1140　Tel. 0895-22-0489

宇和島地方に春を呼ぶ　えんま祭り

第２７回生涯学習うわじまフェスティバル事業

土居裕子コンサート
■日　時　３/15（日）　開場：13:30　開演：14:00

■会　場　パフィオうわじま　ホール

■入場料　2,000 円（前売り 1,500 円）

美しい歌声で市民のみなさ
まに音楽による癒しと活力
を得ていただこうと、宇和
島出身の土居裕子さんによ
る『復興』をテーマにした
コンサートを
開催いたし
ます。

チケット
販売開始
１月末～

主催：「坊ちゃん劇場」
　　　南予公演実行委員会
　　　南予文化会館
共催：愛媛新聞社
　　　坊ちゃん劇場
お問合せ：南予文化会館　Tel . 0895-24-6800
　　

（２回公演）

南予文化会館
city.uwajima.ehime.jp/site/azechi-iseki-museum/http://nanbun.uwajimahall.com/

つむ　　　　　　　　　ひな　　　    なら     い

有職雛より女雛　
宇和島市立伊達博物館蔵



　
厚
労
省
は
来
年
度
か
ら
、
75
歳
以
上
の

人
を
対
象
に
、
フ
レ
イ
ル
検
診
を
行
う
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
フ
レ
イ
ル
と
は
、

「
加
齢
に
よ
り
心
身
が
老
い
衰
え
た
状
態
」

で
あ
り
、
一
言
で
言
え
ば
「
虚
弱
」
で
す
。

高
齢
者
の
介
護
を
必
要
と
す
る
一
歩
手
前

の
状
態
、
と
も
言
え
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
の
状
態
が
あ
る
と
、
寿
命
や

健
康
寿
命
が
短
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
フ
レ
イ
ル
状
態
は
、
あ

る
程
度
回
復
す
る
力
が
残
っ
て
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
が
重
視
さ
れ
る
の
は
、
早
期
発

見
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予
防
や
回
復
が
可

能
な
状
態
だ
か
ら
で
す
。

　
フ
レ
イ
ル
の
診
断
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

方
法
が
あ
り
ま
す
。   

①
体
重
減
少
、②
疲

労
感
、③
生
活
活
動
量
の
減
少
、④
歩
行
速

度
の
低
下
（
１
秒
間
で
歩
行
距
離
１
㍍
未

満
：
信
号
が
青
で
渡
り
き
れ
な
い
）、⑤
筋

力
の
低
下
（
握
力
：
男
性
26
㎏
未
満　
女

性
18
㎏
未
満
：
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
が
開

け
に
く
い
）。
以
上
の
項
目
の
う
ち
、
３

項
目
以
上
該
当
し
た
場
合
、
フ
レ
イ
ル
と

診
断
で
き
ま
す
。
ま
た
、
簡
単
に
で
き
る

検
査
と
し
て
、
指
輪
っ
か
テ
ス
ト
が
あ
り

ま
す
。
両
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
輪
っ

か
を
作
り
、
ふ
く
ら
は
ぎ
を
囲
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
指
の
輪
と
ふ
く
ら
は
ぎ
の
間

に
隙
間
が
で
き
る
場
合
、
筋
力
が
減
っ
て

お
り
、
フ
レ
イ
ル
状
態
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
は
身
体
的
な
変
化
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
意
欲
や
認
知
機
能
の
低
下

に
よ
る
「
精
神
・
心
理
的
フ
レ
イ
ル
」、

閉
じ
こ
も
り
や
孤
食
な
ど
の
「
社
会
的
フ

レ
イ
ル
」
な
ど
の
多
面
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
お
互
い
に
影
響
し
あ
っ
て
い
る

た
め
、
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
は
総
合
的
な

対
策
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
重
要
な
の
は
、
栄
養
と
運

動
と
社
会
参
加
で
す
。
栄
養
で
重
要
な
の

は
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
で
す
。
三
食
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
、
特
に
タ
ン
パ
ク
質

を
積
極
的
に
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

高
タ
ン
パ
ク
食
は
腎
臓
の
悪
い
方
は
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
、
主
治
医
と
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
口
腔
機
能
も
大
切
で
す
。
歯

や
舌
の
機
能
が
落
ち
る
と
、
柔
ら
か
い
食

べ
物
が
中
心
と
な
り
、
栄
養
が
偏
り
が
ち

に
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
歯
科
受
診
す
る

な
ど
、
お
口
の
ケ
ア
に
も
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
筋
肉
は
使
わ
な
い
と
衰
え
ま
す
。
歩
く

だ
け
で
は
な
く
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
の
筋

ト
レ
が
効
果
的
で
す
。
何
も
運
動
を
し
て

い
な
い
人
は
、
定
期
的
に
運
動
を
し
て
い

る
人
に
比
べ
て
フ
レ
イ
ル
の
リ
ス
ク
が
６

倍
に
な
る
と
い
う
報
告
も
出
て
い
ま
す
。

た
だ
、
頑
張
り
す
ぎ
て
体
を
痛
め
な
い
よ

う
に
、
個
々
に
あ
っ
た
運
動
の
設
定
が
必

要
で
す
。
最
近
は
ジ
ム
も
増
え
て
い
ま
す

の
で
、
ト
レ
ー
ナ
ー
に
指
導
し
て
も
ら
う

の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
日
常
的
に
運
動
し
て
い
る
人
よ
り
も
、

社
会
参
加
を
し
て
い
る
人
の
方
が
、
筋
力

や
活
力
が
衰
え
に
く
い
、
と
の
報
告
も
あ

り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
活
動
に

関
わ
る
こ
と
は
、
自
身
の
健
康
に
も
役
に

立
ち
ま
す
。
う
わ
じ
ま
ガ
イ
ヤ
健
康
体
操

な
ど
に
参
加
す
れ
ば
、
運
動
と
社
会
参
加

が
同
時
に
で
き
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
の
予
防

に
は
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ろ
い

ろ
な
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
心
地

よ
い
と
思
え
る
こ
と
、
納
得
し
て
で
き
る

こ
と
を
、
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
で
81
歳
、

女
性
は
87
歳
と
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

で
す
が
、
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
期
間

　
厚
労
省
は
来
年
度
か
ら

人
を
対
象
に
、
フ
レ
イ
ル
検
診
を
行
う
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
フ
レ
イ
ル
と
は
、

「
加
齢
に
よ
り
心
身
が
老
い
衰
え
た
状
態
」

で
あ
り
、
一
言
で
言
え
ば
「
虚
弱
」
で
す
。

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

沖内科クリニック
副院長  沖　良隆

医療
health care
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「
健
康
寿
命
」が
、
平
均
寿
命
よ
り
男
性
は

約
９
年
、
女
性
は
約
12
年
も
短
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
支
援
や
介
護
を
必
要
と

す
る
期
間
が
平
均
で
９
〜
12
年
も
あ
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
期
間
を
短
く
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
て
健

康
寿
命
を
伸
ば
し
、
生
き
生
き
と
し
た
老

後
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。



戦
争
よ
り
怖
い
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏

　
最
近
、「
白
い
航
路
」（
吉
村
昭
）
と
い
う
小
説
を

読
み
ま
し
た
。
こ
の
小
説
は
高
木
兼
寛
と
い
う
人
物

の
伝
記
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
、
日
清
日
露
戦
争

と
い
う
日
本
の
戦
争
の
歴
史
の
側
面
で
も
あ
り
、
戦

争
よ
り
怖
い
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
と
も
、
ま
た
、
脚
気
と

い
う
疾
患
の
克
服
劇
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
大
変

興
味
深
い
読
み
物
で
す
。

　
脚
気
は
「
か
っ
け
」
と
読
み
ま
す
。
初
め
て
聞
い

た
と
い
う
若
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
明
治

時
代
に
は
死
因
の
多
く
を
占
め
て
い
た
疾
患
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
不
足
で
発
症
す
る
の
で
す
が
当
時

は
ビ
タ
ミ
ン
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
高
木
は
海
軍
軍
医
で
し
た
。
脚
気
の
原
因
が
食
事

に
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
、
あ
れ
こ
れ
と
手
を
打
ち

ま
す
。
し
か
し
、
陸
軍
軍
医
の
森
鴎
外
ら
に
は
受
け

入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
説
で
し
た
。
当
時
の
日
本

で
は
ド
イ
ツ
医
学
が
先
行
し
て
お
り
脚
気
の
原
因
は

細
菌
説
が
有
力
で
伝
染
病
と
思
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
医

学
を
学
ん
で
い
た
高
木
の
説
を
正
し
い
と
認
め
な
か

っ
た
の
で
す
。
因
み
に
森
鴎
外
は
小
説
家
と
し
て
有

名
で
す
が
医
者
で
も
あ
り
翻
訳
家
で
も
あ
り
、
多
彩

な
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
一
般
論
で
す
が
、
才

能
に
あ
ふ
れ
自
分
に
自
信
の
あ
る
人
は
な
か
な
か
他

者
の
言
う
こ
と
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
！

　
高
木
は
イ
ギ
リ
ス
医
学
を
勉
強
し
て
お
り
、
日
本

で
は
少
数
派
で
し
た
。
し
か
し
、
高
木
は
あ
き
ら
め

ま
せ
ん
で
し
た
。
脚
気
は
精
白
米
（
玄
米
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
が
多
い
胚
芽
部
分
を
取
り
除
い
た
も
の
が
精

白
米
）
を
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
蔓
延
し
た
こ
と
か

ら
、
何
か
し
ら
食
事
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
、
洋
食

を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
当
時
の
日
本
の

食
事
は
今
の
日
本
の
食
事
と
違
っ
て
、
副
食
（
お
か

ず
）
が
少
な
い
食
事
で
し
た
。
ご
飯
と
み
そ
汁
、
漬

物
が
定
番
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ

ュ
で
あ
る
た
ん
ぱ
く
質
の
お
か
ず
は
せ
い
ぜ
い
、
め

ざ
し
か
大
豆
製
品
程
度
と
思
わ
れ
ま
す
。
肉
体
労
働

を
す
る
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
の
で
炭
水

化
物
で
あ
る
ご
飯
の
量
は
多
い
わ
け
で
す
。
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
は
炭
水
化
物
の
摂
取
に
比
例
し
て
必
要
量
が

多
く
な
り
ま
す
が
、
お
か
ず
が
少
な
い
食
事
で
は
不

足
し
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
豚
肉
な
ど
に
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
当
時
の
日
本
で
は
肉
食
は
ま

れ
で
し
た
。
高
木
は
肉
食
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
ま

し
た
。
因
み
に
海
軍
カ
レ
ー
も
こ
こ
に
端
を
発
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
一
方
、
戦
争
を
し
て
い
た
日
本
人
の
思
想
と
し
て

「
日
本
男
児
た
る
も
の
米
の
飯
を
食
べ
る
べ
き
」と
い

う
考
え
で
し
た
。
１
日
六
合
の
米
が
支
給
さ
れ
る
か

ら
軍
に
入
隊
す
る
若
者
が
大
勢
い
た
と
言
い
ま
す
。

食
環
境
が
今
と
は
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
ま
す
。

　
日
清
戦
争
で
の
陸
軍
の
戦
死
者
は
約
千
人
な
の
に

対
し
て
脚
気
に
よ
る
戦
病
死
者
は
２
万
人
で
あ
っ
た

栄養
 nutrition

の
で
す
。
戦
争
よ
り
怖
い
栄
養
不
良
！
戦
争
よ
り
怖

い
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
！

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は

明
治
43
年
、
鈴
木
梅
太
郎
博
士
の
発
見
か
ら
で
す
。

（
鈴
木
の
発
表
は
日
本
語
で
あ
っ
た
た
め
、
世
界
的

に
は
翌
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
フ
ン
ク
博
士
発
見
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。）高
木
の
食
事
説
が
正
解
だ
っ
た

訳
で
す
。
そ
れ
で
も
陸
軍
は
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

海
軍
が
食
事
の
工
夫
で
脚
気
の
死
者
が
少
な
か
っ
た

こ
と
に
対
し
、
陸
軍
で
は
食
事
説
を
認
め
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
戦
病
死
者
が
多
数
出
ま
し
た
。
と
て

も
残
念
な
こ
と
で
す
ね
。

　
一
方
、
世
界
の
目
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。
高
木
を

脚
気
の
治
療
に
貢
献
し
た
人
物
と
し
て
評
価
し
て
い

ま
す
。
南
極
に
世
界
的
に
著
名
な
栄
養
学
者
、
ビ
タ

ミ
ン
研
究
の
功
労
者
の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
一
帯
が

あ
り
、「
高
木
の
岬
」な
る
聖
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

に
は
「
日
本
帝
国
海
軍
の
軍
医
総
監
で
あ
り
、
１
８

８
２
年
、
食
事
の
改
善
に
よ
っ
て
脚
気
の
予
防
に
初

め
て
成
功
し
た
人
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人

と
し
て
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
高
木
は
日

本
で
最
初
の
私
立
単
科
医
科
大
学
で
あ
る
慈
恵
会
医

科
大
学
を
創
立
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
初
め
て
の
看

護
師
の
学
校
も
創
立
し
て
お
り
、
医
学
・
看
護
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
人
物
で
す
。

　
私
が
病
院
管
理
栄
養
士
だ
っ
た
時
に
１
回
だ
け
脚

　
最
近
、「
白
い
航
路
」（
吉
村
昭
）
と
い
う
小
説
を

読
み
ま
し
た
。
こ
の
小
説
は
高
木
兼
寛
と
い
う
人
物

の
伝
記
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
、
日
清
日
露
戦
争

と
い
う
日
本
の
戦
争
の
歴
史
の
側
面
で
も
あ
り
、
戦

争
よ
り
怖
い
ビ
タ
ミ
ン
欠
乏
と
も
、
ま
た
、
脚
気
と

い
う
疾
患
の
克
服
劇
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
大
変

興
味
深
い
読
み
物
で
す
。

　
脚
気
は
「
か
っ
け
」
と
読
み
ま
す
。
初
め
て
聞
い

た
と
い
う
若
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
明
治

広島修道大学 
健康科学部 健康栄養学科
 教　授  藤井　文子
宇和島市出身
きものを楽しむ会々長
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気
患
者
の
栄
養
指
導
を
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
30

年
ほ
ど
前
の
話
で
す
が
、
当
時
で
も
「
い
ま
ど
き
、

脚
気
で
す
か
？
」
と
驚
い
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
も
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
男
子
高
校
生
で
し
た
。
話
を

聞
く
う
ち
に
脚
気
に
な
っ
た
原
因
が
わ
か
り
ま
し
た
。

彼
は
野
球
だ
っ
た
か
ボ
ー
ト
だ
っ
た
か
忘
れ
ま
し
た

が
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
励
み
ま
し
た
。
練
習
時
間
が
長

く
、
汗
も
び
っ
し
ょ
り
、
ぐ
っ
た
り
疲
れ
て
下
宿
に

帰
っ
て
も
食
事
時
間
は
過
ぎ
て
い
た
り
、
食
欲
が
わ

か
な
か
っ
た
り
と
ろ
く
に
食
事
を
と
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
な
の

で
汗
を
か
く
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
は
必
要
量
が
多
く
な

り
ま
す
。
自
分
で
料
理
は
で
き
な
い
の
で
イ
ン
ス
タ

ン
ト
食
品
の
摂
取
が
多
く
な
り
野
菜
や
た
ん
ぱ
く
質

食
品
の
摂
取
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
30
年
前
は

ま
だ
ま
だ
「
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
」
の
考
え
も
な
か
っ
た

時
代
で
す
。
練
習
量
の
多
さ
と
そ
れ
に
見
合
わ
な
い

食
事
量
と
内
容
が
高
校
生
を
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
不
足
に

陥
れ
た
の
で
す
。
栄
養
の
知
識
が
少
な
い
と
食
糧
の

充
分
な
現
代
の
日
本
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　
な
ん
で
も
食
べ
ら
れ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
食
を

選
択
す
る
能
力
「
食
育
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
理

由
で
す
。



Tsunagu 

お気楽  俳句

Tsunagu 

おすすめの本

　
平
成
最
後
の
年
に
、
俳
句
界
の
芥
川
賞
と
も
い
え
る
「
第
64

回
角
川
俳
句
賞
」
を
受
賞
し
た
の
は
北
海
道
の
鈴
木
牛
後
さ
ん
。

牛
と
と
も
に
暮
ら
す
酪
農
家
な
ら
で
は
の
句
、
生
活
に
根
ざ
し

た
句
の
圧
倒
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
、
令
和
元
年
に
出
版
さ
れ
た
牛
後
さ
ん
の
第
三
句
集
『
に

れ
か
め
る
』
は
句
集
と
し
て
は
異
例
の
三
刷
に
。
そ
の
な
か
か

ら
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。「
に
れ
か
め
る
」と
は
牛
の
反

芻
の
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
野
更
紗
）

☆
音
の
面
白
さ
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
楽
し
さ

羊
水
ご
と
仔
牛
ど
る
ん
と
生
れ
て
春

終
戦
日
牛
の
破
水
の
ざ
ば
ん
と
来

春
動
く
る
ろ
る
る
ろ
る
と
牛
の
舌

待
春
の
バ
タ
ー
に
ぐ
ぐ
と
削
り
跡

ち
や
り
ぢ
や
り
と
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
鳴
る
初
荷

ス
ト
ー
ブ
を
消
せ
ば
き
き
ゆ
ん
と
縮
む
闇

☆
何
気
な
い
日
常
の
な
か
に
発
見
が

福
引
の
玉
に
目
玉
が
つ
い
て
ゆ
く

農
機
具
の
錆
び
ゆ
く
こ
と
も
秋
の
色

に
れ
か
め
る
牛
に
春
日
の
と
ど
ま
れ
り

脱
い
で
な
ほ
思
ふ
か
た
ち
よ
冬
帽
子

風
邪
心
地
わ
が
外
側
に
誰
か
ゐ
る

足
跡
を
道
と
呼
び
た
る
雪
野
か
な

歩
く
と
は
雪
か
ら
足
を
引
つ
こ
抜
く

☆
命
あ
る
も
の
た
ち
と
生
き
る

仔
牛
待
つ
二
百
十
日
の
外
陰
部

牛
の
名
は
女
優
の
名
前
ゑ
の
こ
草

郭
公
の
こ
ゑ
を
歩
幅
と
し
て
急
ぐ

蜘
蛛
の
巣
を
見
て
ゐ
て
空
を
見
て
し
ま
ふ

ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
り
た
る
火
蛾
の
死
し
て
も
跳
ね

牛
死
せ
り
片
目
は
蒲
公
英
に
触
れ
て

　
　
　
　
鈴
木
牛
後
『
に
れ
か
め
る
』（
角
川
書
店
刊
）
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ＥＵ離脱をめぐり国が分断されているイギリス社会を反映するような学校生活の現をブラ
イトン（イギリス地方都市）在住のみかこさんが息子の中学校生活の日常を通して伝える
リポートです。
「ぼく」（息子）のピュアなたくましさが本当にまぶしくて、「誰かの靴を履いてみること」
という彼の言葉が忘れられず、私は自分を守ることばかり考えていたことに気づきました。
多様性の中でどう生きるか…　グローバル社会に真っ只中に居る私たちにとって本当に大
切なテーマです。

協力：岩崎書店　宇和島市錦町 4-16　TEL. 0895-22-0528

絵：律川エレキ
1966 年宇和島市生まれ
2000 年頃より俳句新聞
や俳句マガジン等に挿
絵を描く。
映像作家　奈良市在住
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は
ん

「本屋大賞２０１９ノンフィクション本大賞」受賞作

ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潮社　￥1,485（税込）

た
い
し
ゅ
ん

え

か
っ
こ
う

ひ　

が

た
ん
ぽ
ぽ

す
う

さ

い

え

く
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

・・・



■R69K JACK　宇和島市中央町 2-4-8　TEL. 0895-28-6069

ナニワのブルースマンAZUMI 
抜群のギターテクニックと唯一無二のヴォーカル！
V シネマなどのテーマソングも手掛けるナニワのブルースマン

2/16（日）19:00 オープン 20:00 スタート
チケット／ 前売り 2,500 円　当日 3,000 円

作品名：親睦（油彩）
作者：梶田　勇（大人クラス）
フォルムや色彩の単純化は、
近代絵画における新しい発見。
瞭然として冴える平面性は、
梶田さんの絵にも繋がっている。

■アトリエ堀端絵画教室（べにばら画廊）宇和島市本町追手 2-8-6　TEL. 0895-22-1104　https://benibara.webhop.info/　コメント：吉田淳治

■アトリエぱれっと　宇和島市伊吹町字イカリ石甲 1083-1 2F　TEL.090-7784-4703　https://art-palette.wixsite.com/　コメント：清家 由佳

作品名：秋陽の中で（油彩）
作　者：西鼻育子
西陽を浴びながら読書する女性を描い
た作品。赤いスカートがとても印象的
な油絵。
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Tsunagu 

つなぐ美術館

Tsunagu 

ライブ情報

作品名：ザクロ（油彩）
作者：笹岡洋美（大人クラス）
ためらいの筆先は絵を委縮さす。
笹岡さんにはそれがない。
迷っても停滞せずアクション！
恐れぬ姿勢が絵を息衝かせる。

作品名：sanctuary（水彩）
作　者：山田翔大
具象でありながら、様々な色を使っ
て滲みで幻想的なイメージも取り込
んでいる。さらに漁船などをペンを
使いデッサンしている。

作品名：family（水彩）
作　者：有田綾子
海外旅行に行くと作品に描き残され
ている。今回のモチーフには驚いた
が、アフリカのその時の象たちの雰
囲気が伝わってくる作品。

作品名：銀河のあわ構造（水彩）
作者：吉田紗青（子供クラス）
7歳にして「宇宙の泡構造」とは！
さおちゃんの描く遥かなる銀河。
満天の星をアッという間に手中に。
大人は子供の絵に学ぶべし！
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